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Ⅱ 目的 
 

│⁸ ⌐ ≈─ ה ╩ ∆╢⁹ 

─ ה │⁸ ⅛⌂ ≤ ⌐ ∟↕╣⁸ ™ ≤ ╣√ ╩ ⅎ√

─ ⌐№╢⁹21 ─ │⁸ ⌂ ╩ ∫√ ₁⅜ ⅛≢ ⌂ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝⁸ ⌐

╙ ⅛╣√ ⌂ ≢⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹∕↓≢│⁸ ─ ₁⌂ ⌐≈™≡⁸ ≢ ⌂♅ꜗfi

Ⱡꜟ╩ ⇔≡⁸∆═≡─ ₁⅜ ─™ↄ⁸ ⌐ ⌂ ⅜ ╠╣╢↓≤⅜ ≤↕╣╢⁹ ⌐

⅔↑╢ │⁸↓─╟℮⌂ ⌐⅔™≡↓╣╩ ⅎ ∆╢ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

─ ה │⁸ ⌂ ╩ ∫√ ─ ≢№╢⁹ ⌂ │⁸ ⌐╙ ↄ

⌐ ⇔≡⅔╡⁸∕↓≢ ∆╢ ⌐│ ™ ⌂ ≤ ⅜ ↄ ↕╣≡™╢⁹ ⅜ ─

│ ─╖⌂╠∏⁸≤╡╦↑ ≢│▪☺▪ ≤ ™ ≢ ┌╣≡™╢⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ ⅜ ─

│↓╣╠⌐ ∆╢ ⅜ ∏⇔╙ ⅝™≤│™ⅎ⌂™ ⌐№∫√⁹⇔⅛⇔ │⁸▪☺▪ ≤─

╙ ╘ ⌂ ╩ ∫√ ─ │ ─ ≢№╢⁹ ≢│⁸↓℮⇔√ ─ ╩

⇔≡™╢⁹ 

─ ה │⁸ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡⁸ⱱכⱶ♪◒♃כ≤⇔≡─ ⁸ ⌐ ™

╩ ∆╢ ⌐№╢⁹ ⅜ ∆╢ ⌐⅔™≡╙⁸ ⁸ ╩ ≤⇔√ ⁸

⁸ ⌐ ⇔√ ⌂≥⁸ ⌐ ╦╢ ⌂ ⅜ ⇔≡™╢⁹↓℮⇔√ ⅜

∆╢ ₁⌂ ╩⅝╘ ⅛ↄ ™ →⁸ ⌐ ∆╢√╘⌐│⁸ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ⌂

╩ ∆╢ⱱכⱶ♪◒♃כ ⌂ ⅜ ≤↕╣╢⁹ │⁸NPO ─ ⁸№╢™│

╛ ⌐≈™≡↕╕↨╕⌂ ≤ ⇔√ ╩ ∫≡⅝√ ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹

≢ │⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ⌂ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹∕↓≢│⁸ ₁⌂

⌐ ℮ ─◄◐☻Ɽכ♩⅜ ≤↕╣≡⅔╡⁸ ≢ ⇔℮╢ ╩ ∫√ ─ ⅜ ↄ ↕╣≡

™╢⁹∕⇔≡⁸↓─ ⌐≈™≡╙⁸ │⁸↓╣╕≢╙♩ꜜ♃ ⅛╠ ↕╣╢

─ ╩ ≡⁸ ─ ≤ ╩ ╡⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ

╩ ∂≡ ─ ╩ ⌐ ⅛⇔≡⅝√⁹ │⁸↓╣╠─ ≤ ╩╙≤⌐⁸

⌐⅔↑╢ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ⌂≥⌐ ⇔⁸ ⌐ ╣⁸⅛≈ⱱ

╙☻ⱦכ◘─≡⇔≥כ♃◒♪ⱶכ ⌐ ≢⅝╢⁸Ᵽꜝfi☻─≤╣√ ─ ╩ ∆≤≤╙⌐⁸

─ ≤─ ╩↕╠⌐ ⇔⁸ ⌐ ™ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─™∏╣─ ⌐╙ ∆╢╙─≤⇔≡⁸ │⁸ ─ ⌐ ℮ ⌐

≈™≡ ⌂ ╩ ⇔⁸ ─ ─ ≤ ─ ─ ╩ ∆╢∞↑≢⌂ↄ⁸ ╛

Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ⇔≡⁸ ⇔√ ╩ ה ה ה ה ⇔⁸↕╕↨╕⌂ ╛ ─ ╩

∆╢ ╩ ⌐≈↑√ ─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸↓╣╙ ─ ≈≢№╢₆ ₈

►▼Ⱪ◘▬♩ₐ ≤ ₉e⁸ ₈2013 ₉ ₇⁹ 
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Ⅲ 章ごとの自己評価 

 

第１章 教育の理念及び目標  
 

  ↔≤─  

 

  ─ ┘  

 

 ⌐ ╢  

│⁸₈и ₉≢ ═√≤⅔╡⁸ᵑ ─ ≢ ⌐ ∆╢↓

≤─≢⅝╢ ─ ⁸ᵒ ⌐ ™ ─ ⁸ᵓ ─ ⌐ ∆

╢ ⌂ ╩ ∆╢ ─ ⁸ᵔ↓╣╠⌐ ⇔≡ ITה ⌐ ™

─ ╩ ─ ┘ ≤⇔≡™╢⁹↓╣╠─ ┘ ⌐⅛⌂∫√ ≤⌂╢

√╘⌐│⁸ ⁸ ⅛≈ ⌂ ─ ⌐↓√ⅎ╢↓≤─≢⅝╢ ─ ⌂

⁸ ™ ⁸ ⌂ ⁸ ⅛⌂ ┘ ╩ ⅎ≡™╢↓≤⅜

≤⌂╢⁹⇔√⅜∫≡⁸ ─ ─ ┘ │⁸↓╣╠─ ╩ ⅎ√

╩ ∆╢≤™℮ ─ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ↕╣≡™╢o

⁹x 

╕√⁸ ─ ─ ┘ │⁸ ─Ɽfiⱨ꜠♇♩⁸ ⁸

►▼Ⱪ◘▬♩ ₈ ─ ≤ ₉ ⌐⅔™≡ ↕╣≡⅔╡⁸∕╣╩ ∂≡

⌐ ⁸ ↕╣≡™╢╒⅛⁸ ⁸ ⁸ ●▬♄fi☻ ─ ⌐↓╣╠─
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2012  

 
42 40 35 

32  
     

   
35 35 

35  
   

2011  

 
 41  35  66 

61 10 
     

   
 41  23 

23  
   

2010  

 
37 70  57 

56  
     

   
 24 22 

22  
   

2009  

 
72  58 67 

64  
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 (5071) (873) (17.2%) (3231) (1171) (36.2%) (8387) (2102) (25.1%)

 

483 
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ₒ78ₓ 

2009

ₒ83ₓ 

34 

( ) 
       30 

2008

ₒ81ₓ 
36        32 

2007

ₒ79ₓ 
47        25 

2006

ₒ65ₓ 

32 

( ) 
       18 

2005

ₒ29ₓ 
20         

*  2006 ⁸2009 ╩ ╗⁹

*  ─ ─╒⅛⁸ ≤⇔≡ ↕╣√ 2006

┘ ─ ≤⇔≡ ↕╣√ 2010 ╩

╗⁹ 

*  ─ 2006 ⁸ 2010

≤⇔≡ ↕╣√ ╩ ╗⁹ 
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 ┘  

 

  ─ ⌐│ ≤⌂∫√ ╙ ™╢↓≤⌐ ⅎ⁸ ה

≢ ∆╢ ⅜™╢⌂≥⁸ │ ⌐ ⅛≈ ⌂ ╩ ⇔≡⅔

╡⁸ ─ ┘ ⅜ ↕╣≡™╢⁹↓╣│⁸₈ ─ ₁⌂ ⌐⅔™≡ ™

╩⌂⇔≡ ∆╢ ╩ ∆╢₉≤™℮ ─ ─ ≈╩ ⇔≡™╢╙─

≢№╡⁸↓─ │ ╣√ ≢№╢⁹ 
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第２章 教育内容 

 

  ↔≤─  
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╩ ↕∑≡™╢⁹╕√⁸ ⌂ ⌂ ╩ ℮√╘⁸ ⌐₈

и₉ ⌂⅔⁸₈ ₉⌐⅔™≡╙ ⌐ ∆╢ ╩⇔≡™╢↓≤

⌐≈™≡│⁸ ╩⁸↕╠⌐│⁸Ɽⱨ◊כⱴfi☻≤⇔≡─ ╩ ℮ ⌂

≤⇔≡₈ ₉╩ ⇔≡™╢ ⌂⅔⁸ ─╟℮⌐⁸₈ ₉

⌐⅔™≡╙ ─ ≢ ╩ ⇔≡™╢ ⁹ 

  ∕⇔≡⁸ ⌐ ┘ ⌐⅔™≡⁸ ⌂ ⁸ ⌂ ⁸

⁸ ╩ ↕∑╢√╘⁸ ⌐ ⌂ ╩ ╡ ℮ ה ╩

⇔≡™╢⁹ 

  ш ⅛⌂ ╩ ⅎ√ ╣√ ╩ ∆╢√╘⌐│⁸ ─ ─╒

⅛⌐ ™ ⌂ ⌐ ∟↕╣√ ⅜ ≢№╢↓≤⅛╠⁸

ה ╩ ⇔≡™╢ ⌂⅔⁸↓╣╠─ ⅜⁸ ⁸ ─

⌐╙ ≈ ≢№╢↓≤│╙∟╤╪≢№╢ ⁹ 

  щ ≤⇔≡─ ┘ ╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡│⁸

≤⇔≡⁸₈ ₉⁸₈꜡▬ꜘꜞfi◓₉⁸₈◄◒☻♃כfi◦♇ⱪ₉ ⌂⅔⁸↓╣╠─ ╙⁸

⁸ ─ ⌐╙ ≈ ≢№╢↓≤│╙∟╤╪≢№╢ ╩ ⇔≡

™╢⁹↕╠⌐⁸ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ ≤⇔≡─ ┘ ╩ ∆

╢ ─ ⅜ ⌐ ╣≡⌂↕╣≡™╢ ⌐ ╢ ⁹ 

  ъ ─ ─℮∟⁸ ⌐₈ ⌂ ⸗♦ꜟ ₉

₈ ⌂ ₉≤™℮ ⅜ ↕╣≡™╢ ┘ ⌐≈

™≡│⁸ ₈ ⌂ ₉╩Ⱶ♬ⱴⱶה☻♃fi♄כ♪≤⇔≡ ─ ⅜

↕╣≡™╢₆₈ ₉⁸₈ ₉ ₇⁹ 

  ∕╣ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ᵑ ≤ ─ ⌐ ⇔≈≈⁸ᵒ

≤⇔≡─ ⌐ ⌂ ⌂ ⁸ ⁸ ⁸ ╩ ↕∑╢≤≤╙

⌐⁸ᵓ ⅛⌂ ┘⌐ ≤⇔≡─ ┘ ╩ ∆╢≤™℮ ≈─

─ ≈⌂™⇔│ ⌐ ╠⇔≡ ↔≤⌐ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

  ∕⇔≡⁸ ≢│⁸↓╣╠─ ⅜ ⌂ↄ ⌐ ↕╣⁸ ─

╩ ה ∆╢─⌐ ⅛≈ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╢

⌐ ╢ ⁹ 

  ы ↓─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ⌐⅔™≡ ↕╣╢ ⌂ ה

─ ╩ ↑≡™╢⁹ 

   
b ─  

  ─℮∟⁸ ⌐ ↕╣╢ ┘ ⌐ ↕╣╢₈

з₉ ┘₈ з₉⌐⅔™≡│⁸ ⌂ ╩ ↕∑╢ ⌐ ╩ ↄ

⅜⁸∕─ ╙⁸ ⁸ ⌂ ╩ ™╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌐⅔™≡

⁸ ╩ ↕∑≡™╢⁹╕√⁸ ⌐⅔™≡ ↕╣╢ ┘

⌐ ↕╣╢₈ и₉ ┘₈ и₉⌐⅔™≡│⁸ ꜠ⱬꜟ⌐№

╡⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢ ⌐ ⇔≡⁸╟╡ ⌂ ╩ ↕∑⁸↕╠⌐∕

─ ℮™≥♪♇♁ⱷ♁♇♪⁸ⱪ꜡Ⱪ꜠ⱶⱷ☻כ◔⁸ ╩ ™⁸ ⅎ╠╣√ ─

⌐№√╠∑⁸╕√⁸ ⌐ ∆╢꜠ⱳכ♩─ ╩ ≠↑╢ ⌐╟╡⁸ ⌐
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ⅎ≡⁸ ⁸ ⁸ ≤⇔≡─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

  ⌐⅔™≡│⁸ ─ ה ╩ ה ↕∑╢═ↄ ה

⌂ ╩ ⇔√ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ⇔≡

⇔√ IT ╩ ⇔√ ⌂ ┘ ⌂ ╩ 2008 ╙

⇔≡ ⇔≡™╢ ┘ 10 ⌐ ╢ ⁹ 

  ↕╠⌐⁸ ה ⌐⅔™≡╙⁸ ה ⌐⅔™≡╙⁸ ─ ה

╩ ה ↕∑╢═ↄ⁸ ה ⌂ ╩ ⇔√ ╩ ∫≡™

╢⁹ 

  ⌂⅔⁸ ⌐₈ ⌂ ₉⅜ ↕╣≡™╢ ┘ ⌐

≈™≡│⁸ ₈ ⌂ ₉╩Ⱶ♬ⱴⱶה☻♃fi♄כ♪≤⇔≡ ≢ ↕╣

√ ⅜ ╘ ⌐ ↕╣╢≤≤╙⌐⁸ ⌐∕∫≡ ⅜⌂↕╣≡™╢⁹

╕√⁸∕╣ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ⌐ ↕╣√ ⅜ ⌐ ⌐ ↕╣

╢≤≤╙⌐⁸ ⌐∕∫≡ ⅜⌂↕╣≡™╢ ─ ⌐≈™≡│⁸

─ ⁹ 

    

≤ ─  

  ╕≢⌐ ∆╢ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ ≤─ ╩ ⇔√

⅜⌂↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐ ≤─ ╩ ⇔√ ≤⇔≡ ⅜

⅛╠ ↕╣≡™╢ ⌐ ╢ ⁹ 

  ∕─℮∟⁸₈ ₉⁸₈꜡▬ꜘꜞfi◓₉⁸₈◄◒☻♃כfi◦♇ⱪ₉│⁸ ≢─

≤ ≢─ ⌂ ╩╟╡ ⌐ ┘≈↑╢↓≤╩ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢

⌐ ╢ ⁹ 

  ↕╠⌐⁸ ─ ╡⁸2011 │⁸ ─₈ ●▬♄fi☻₉≢ ─

╩ ↕∑≡™╢⁹∕─ ≢⁸ ה ─ ─ ≢ ⌂ ╩

∆╢ ╩ ↕∑√ ⁸ ⌂ ─ ╩ ↕∑╢═ↄ

≤⇔≡₈ и₉⁸₈ ₉╩ ⇔⁸ ─ ⌐ ∂≡

ה ⌂ ╩ ↕∑╢═ↄ ה ≤⇔≡₈ ─ ≤ ₉⁸

₈ и₉╩ ⇔≡™╢⁹∕⇔≡⁸ ─Ɽⱨ◊כⱴfi☻≤⇔≡─ ⌐≈

™≡│⁸₈ ₉⌐⅔™≡ ↕∑≡™╢ ⌂⅔⁸ ─╟℮⌐⁸

≢№╢₈ ₉⌐⅔™≡╙ ─ ≢ ╩ ⇔≡™╢ ⁹ 

  ∕⇔≡⁸ ה ⌐≈™≡│⁸™∏╣─ ⌐⅔™≡╙⁸ ≤─ ╩ ╢

─ ⅜ ╦╣≡™╢₆ ⌐≈⅝⁸ ₈ ₉ ₇⁹ 

 

 

⌐⅔™≡│⁸ ─ ה ─ ─⌂™ ה ╩ ⌐⇔≈

≈⁸ ≤ ─ ⅜ ⌐⌂↕╣╢╟℮⌐⁸ ─ ≢ ╩

⇔≡™╢⁹   

╕∏⁸ ה ⌐ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐

╗ ≢─ ⌂ ╩ ↕∑≡™╢⁹∕⇔≡⁸∕℮⇔√ ─ ⅜ ⌂ↄ

⌐⌂↕╣╢╟℮⁸ ⌐⅔™≡│ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐│∕
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─ ╩ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ─ ╩ ⇔√ ⅛╠ ╩

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ┘ ─ ─ ⁸ ─

⁸ ≤ ⌐ ∆╢ ─ ┼≤ ⌂ↄ ⅜≢⅝╢╟℮⌐ ╩

⇔≡™╢ ⌂⅔⁸ ☻כ◖ ─ ≤⇔≡₈

₉╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⅜╟╡☻ⱶכ☼⌐ ⌐⅔↑╢

⌐ ≢⅝╢╟℮ ⇔≡™╢ ⁹ 

⌐⁸ ⌐ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ה ─

⌐≈™≡─ ╩ ≡⁸ ⌂ ה ╩ ⇔√ ≢ ⌐ ╘

╢╟℮⌐⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ ה ⌐≈™≡│⁸∕─ ─ ⌐ ╖⁸ ⅛╠

≤∆╢ ≢⁸ ה ⌐≈™≡│⁸∕↓≢─ ─ ⌐ ╖⁸ ⌐ ה

⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ה ─ ה ⅜ ⌂ↄ☻ⱶכ☼

⌐⌂↕╣╢╟℮⌐⇔≡™╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ≢│⁸↓╣╠ ─ ─ ╡ ╩ ∆╢√╘⌐⁸

♩כꜗ♅─ ╩ ⇔≡™╢₆o ₈x2013 ₉ ⁸ ─

₈ ₉⁸₈ ₉ ₇⁹ 

∕⇔≡⁸₈ ⌂ ₉─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐∆╢↓≤╩

∂≡⁸∕╣╩Ⱶ♬ⱴⱶה☻♃fi♄כ♪≤⇔≡ ≢ ↕╣√ ⌐⅔↑╢

⅜ ⌂ↄ ⌐ ↕╣╢╟℮ ⇔≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ─╟℮⌐⁸ ⌐₈ ●▬♄fi☻₉≢

─ ╩ ┘⁸ ─ ─ ─ ≢⁸ ─

⌐ ⇔√ ●▬♄fi☻╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ─ ≢

⌂ ─ ╩ ↕∑√ ≢⁸ ⁸ ה ⌐⅔™≡╟╡

⌂ ─ ╩ ↕∑≡⅔╡⁸↓─ ≢╙ ─⌂™ ⌐ ⇔≡

™╢ ⌐≈⅝⁸ ⌐ ╢ ⁹ 

↓─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ⌐╟╢ ⌐ ∆╢╟℮⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ

⅜ ⌐ ↕╣≡™╢ₒ ⁹x 

 

 

⁸ ─▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦⁸│כᵑ◓꜡כⱣꜟ ⌐ ∆╢√╘─

ה ─ ⌂ ─ ⁸ᵒ ⌐ ∫≡╙─↔≤╩ ⌐

∆╢ ─ ⁸ᵓ ⌂ ה ╩ ℮ ─ ≢№╢₆ ₈ ╩

┬ 2013₉ ₇⁹∕↓≢⁸ ⌐│ ⌂ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸╕√ ⌐

⌐≈™≡™ⅎ┌⁸ ⌂ ⅜ ≢№╡⁸™╦╝╢ ▬ⱴꜟ●כꜞ

fi♪ ╩ ∫√☺▼Ⱡꜝꜞ☻♩─ ⅜∕─ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

↓╣⌐ ⇔≡⁸ │ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─ ≢─

⌐ ∆╢ ╙ ⌂╦╣⁸ ⌂ ╙ ⇔√ ≤⇔≡─ ─

╩ ⇔≡⅔╡⁸↓─ ≢ │ ⅝ↄ ⌂╡⁸ │⌂ↄ⁸ ─ ⌂╢

⌐№╢╙─≢│⌂™⁹⌂⅔⁸ ─ ⌐⅔™≡│ ⌐ ∆╢

⅜ ≤⌂╢√╘⁸ ⌐⅔™≡ ╩ ⌐ ╪∞ ⅜ ≢─
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꜠ⱬꜟ⌐ ∆╢↓≤╙№╡℮╢⁹ 

↓─╟℮⌐⁸ ⌐⅔↑╢ │⁸ ⌐ ⇔√ ⌐

┤↕╦⇔™ ה ה ≢ ≤ ─ ⅜ ─╖⌂╠∏₈

₉⌐ ╦╣╢╟℮ ↕╣≡™╢ₒ ⁹x 

 

⌂Ᵽ♇◒ה◓ꜝ►fi♪╩ ∆╢ ⌐☼כ♬─ ∂√ ╡ ╖ 

≢│⁸2010 ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ⇔≡ ↕

╣╢ ─ ╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡₈ ₉ ☻כ◖

─ √╢ ╩ ⇔⁸ ⅜ ⌐ ☻ⱶ

⌐☼כ ≢⅝╢╟℮⌐ ∆╢↓≤≤⇔√⁹╕√⁸ ⌐ ⌐≤∫≡ ∆╢

─⅜ ⇔™≤↕╣╢ ─ ⌂ ⅎ ╛ ╩ ⇔╛∆ↄ∆╢√╘⌐⁸

☻כ◖ ≢№∫√₈ ₉╩₈ з

₉₈ и ₉⌐ ⇔√⁹↕╠⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ⌂

╩ ↑⁸ ∆═⅝ ─ ∆═⅝ ⅜ ⌐
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╩ ↕∑╢√╘⌐ ⌂ ╩ ╢╙─≤∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ⌐

∂√ ╛ ╩ ↕∑╢↓≤⅜ כꜞ⁸│⌐╠↕⁸≥↓╢№≢

●ꜟ₈ꜝ▬♥▫fi◓₉─ ⌐≈™≡│ ─ ≢№╢₈ и₉╛

₈ ₉⌐⅔™≡╙ ≢⅝╢↓≤⁸╟╡ ⌂ ⌐≈™≡╙ ה

√╢₈ ─ ≤ ₉╛₈ и₉⌐⅔™≡╙ ≢№╢↓≤⌐ ╠⇔⁸2010

─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ♅כ◘ꜞꜟ●כꜞ₈≡™⅔⌐ ꜝ▬♥▫fi◓₉╩ ⇔⁸ ─

╟℮⌂ ≢ ∆╢╙─≤⇔√⁹   

 

ה  

  ⌐ ∆╢ ₁⌂ ⌐ ╩ √∑⁸ ╛ ─ ╡ ⌐ ∆╢ ╩ ╘

╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩ →╢↓≤⌐ ∆╢ ⌂ ╩

ⅎ√ ₒ √x╢ ה ≤⇔≡│⁸₈ ₉⁸

₈ ≤ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ─ ₉⁸₈ зהи₉⁸₈ ≤ ₉⁸

₈ ≤ ₉⅜ ≤⇔≡ ↑╠╣≡™╢⁹ 

  ⌂⅔⁸ ─ ─ ™ ≤⇔≡ ╩ →╢═ↄ ─ ≤╙ ⌐

∆╢↓≤╩ ⇔⁸ ─ⱷ♬ꜙכ╩ ⌐ →≡™ↄ↓≤╙ ≤

⇔≡⁸2009 ⅛╠ ≤─ ─ ⌐ ≠ↄ ─

─ ⅜⌂↕╣╢↓≤≤⌂╡⁸ │⁸2009 ┘ 2010 ⌐⅔™≡│

₈ ≤ ₉╩ ≤⇔≡ ⇔√ 2011 ⌐≈™≡│ ⁹ 

 

ה  

  ─ ⌐☼כ♬⌂ ⅎ⁸ ה ⌂ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ↕∑

╢√╘⌐⁸ ≤─ ⌐╙ ⇔⌂⅜╠ ↄ⅛≈ ─ ╩ ℮

ₒ ₓ√╢ ה ≤⇔≡│⁸ ⅜ ─

≤∆╢ ≈─♃▬ⱪ─ ⌐ ∂≡ ↑√₈ ≤ ₉⁸₈ ≤ ₉⁸₈

≤ ₉─ ⱪ⁸№╢™│⁸₈כꜟ◓─≈ ⱴכ♥₉⁸₈ ─ⱪכꜟ◓─₉

™∏╣⅛⌐ ↕╣╢ 43 ⅜ ↕╣≡™╢⁹ │⁸↓╣╠─ ─℮∟⁸ ⌂ↄ

≤╙ 10 20 √∞⇔⁸ ☻כ◖ ⌐₈ ₉╩ ⇔√ │

18 ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

╕∏⁸₈ ≤ ⌐ⱪכꜟ◓─₉ ↕╣╢ ≤⇔≡│⁸₈ ∆╢ ≤ ₉⁸

₈ зהи₉⁸₈ ₉⁸₈ зהи₉⁸₈ ₉⁸₈ зהи₉⁸₈

₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈

₉⁸₈ ₉⅜ ↑╠╣≡™╢⁹╕√⁸₈ ≤ ⌐ⱪכꜟ◓─₉ ↕╣╢

≤⇔≡│⁸₈ зהи₉⁸₈ зהи₉⁸₈ ₉⁸₈ ה

₉⁸₈ зהи₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ зהи₉⁸₈ⱦ

☺Ⱡ☻הⱪꜝfi♬fi◓₉⅜ ↑╠╣≡™╢⁹↕╠⌐⁸₈ ≤ ⌐ⱪכꜟ◓─₉

↕╣╢ ≤⇔≡│⁸₈ ₉⁸₈ зהи₉⁸₈ зהи₉⁸₈ ≤

₉⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

∕⇔≡⁸₈ ⌐ⱪכꜟ◓─₉ ↕╣╢ ≤⇔≡│⁸₈

зהи₉⁸₈ ₉⁸₈ ⱴכ♥⁸₈⅜₉ ₉
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⌐ⱪכꜟ◓─ ↕╣╢ ≤⇔≡│⁸₈ ⱴכ♥₉⁸₈ зהи₉⁸₈

─ ≤ ₉⅜∕╣∙╣ ↕╣≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ה ⌐≈™≡│⁸ ה☼כ♬─ ─ ⌐ ╠⇔⁸╕∏

2010 ⌐₈ ₉╩ ⇔⁸2011 ⌐│ ─ ↕╣≡™

⌂™ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌐≈⅝⁸
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基準２－１－３：重点基準 

各授業科目が適切な科目区分にしたがって開設されていること。 
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╕≤╘ 

─╟℮⌐⁸ ─ │₈ ₉⁸₈ ₉⁸

₈ ה ₉⁸₈ ה ₉─ ⌐⇔√⅜∫≡ ↕╣≡⅔╡⁸

№╢ ⌐ ↕╣╢═⅝ ⅜⁸ ─ ─ ≤⇔≡ ↕╣≡

™╢╟℮⌂↓≤│⌂™ₒ ₆x ⌐≈⅝⁸o ₈x2013

₉ ⁸o ₈x Ɽfiⱨ꜠♇♩₉ 2013 ⁸ ₈

₉⁸ ─₈ ₉⁸₈ ₉ ₇⁹    
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≡™╢⁹↕╠⌐⁸₈ ≤ ⌐ⱪכꜟ◓─₉ ↕╣╢ ≤⇔≡₈ ₉

⁸₈ зהи₉ ⁸₈ зהи₉ ⁸₈ ≤ ₉

⅜ ↑╠╣≡™╢⁹∕⇔≡⁸₈ ⌐ⱪכꜟ◓─₉ ↕╣╢ ≤



      

- 21 - 

∆╢↓≤⅜≢⅝╢√╘⁸ ─ ─ ⌂™ ⌐⅔™≡│⁸≥─ ⌐

↕╣√ ≢╙ ≢⅝╢ ⁹ 

  ⌂⅔⁸ ≢№╢₈ ₉│ ─ ╩ ╡ ╕∑≡

⅛╠ ↕∑╢↓≤⅜ ╕⇔™↓≤⅛╠⁸2010 ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⌐⅔™≡⁸₈

з ₉ ┘₈ и ₉╩ ╟╡╙∕╣∙╣ ╡

→⁸ ╩ ⌐⁸ ╩ ⌐ ∆╢↓≤≤⇔√⁹╕√⁸2010

╟╡⁸ ⌐ ↕╣≡™√₈ ₉╩₈ з ₉⁸

₈ и ₉⌐ ⇔⁸∕╣∙╣ ⁸ ⌐ ∆╢↓≤⌐

╟╡⁸ ─ ⅜ ∆╢─╩ ⇔⁸ ≤─╟╡☻ⱶכ☼⌂ ╩

╢↓≤⌐⇔√⁹∕⇔≡⁸ ∂ↄ 2010 ⌐⅔™≡⁸◐ꜗ♇ⱪ ⌐ ╖ ⌐╙ ה

╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™↓≤╛ ⌐╙ ⌂ↄ ↕∑╢↓≤⅜≢

⅝╢ ≤⌂∫≡™╢↓≤⌂≥╩ ⇔≡₈ ₉─ ╩

⇔⁸ ⌐ ∆╢↓≤⌐⇔√⁹↓╣╠─ ⌐╟╡⁸ ⅛≈ ─⌂

™ ⅜ ↕╣╢⌐™√∫≡™╢⁹ 

∕⇔≡⁸ ≢│⁸ ⌐ ♩כꜗ♅╢∆ ╩₈
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基準２－１－５：重点基準 

基準２－１－２（１）に定める法律基本科目については、次の各号に掲げる

単位数の授業科目を必修科目として開設することを標準とし、標準単位数を超

えて必修科目又は選択必修科目を開設する場合には、８単位増をもって必修総

単位数の上限とする。ただし、法学未修者１年次に配当される法律基本科目に

ついては、別に６単位を限度として必修とすることができる。 

（１）公法系科目（憲法又は行政法に関する分野の科目をいう。） 

１０単位

（２）民事系科目（民法、商法又は民事訴訟法に関する分野の科目をいう。）

３２単位

（３）刑事系科目（刑法又は刑事訴訟法に関する分野の科目をいう。） 

１２単位

 

 ⌐ ╢  

  ≢│⁸ ⌐≈™≡│ ╩ ≤∆╢ ─

≤⇔≡₈ ₉⅜ ↑╠╣≡™╢╒⅛ ⁸╕∏⁸ ≤⇔≡⁸₈

зהи₉ ⁸₈ ₉ ⁸₈ зהи₉

⁸₈ зהи₉ ─ 14 ⅜ ≤⇔≡ ↑╠╣≡

™╢⁹ 

  ╕√⁸ ≤⇔≡⁸ ≢│₈ з м₉ 14 ⁸₈

зהи₉ ⁸ ≢│₈ з и₉ ⁸₈ зהи₉

⁸ ≢│₈ зהи₉ ─ 34 ⅜

≤⇔≡ ↑╠╣≡™╢⁹ 
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基準２－１－６：重点基準 

（１）基準２－１－２（２）に定める法律実務基礎科目については、次に掲

げる授業科目が必修科目として開設されていること。 

ア 法曹としての責任感や倫理観を涵養することを内容とする授業科

目（２単位） 

イ 要件事実及び事実認定に関する基礎的な教育を含む民事訴訟実務

の基礎を内容とする授業科目（２単位） 

ウ 事実認定に関する基礎的な教育を含む刑事訴訟実務の基礎を内容

とする授業科目（２単位） 

（２）（１）に掲げる必修科目６単位のほか、次に例示する内容の授業科目

その他の法曹としての技能及び責任等を修得させるために適切な内容

を有する授業科目のうち、４単位相当が必修又は選択必修とされている

こと。 

ア 模擬裁判 

（民事・刑事裁判過程の主要場面について、ロールプレイ等のシ

ミュレーション方式によって学生に参加させ、裁判実務の基礎

的技能を身に付けさせる教育内容） 

イ ローヤリング 

（依頼者との面接・相談・説得の技法や、交渉・調停・仲裁等の

ADR（裁判外紛争処理）の理論と実務を、ロールプレイをも取り

入れて学ばせ、法律実務の基礎的技能を修得させる教育内容）

ウ クリニック 

（弁護士の指導監督のもとに、法律相談、事件内容の予備的聴き

取り、事案の整理、関係法令の調査、解決案の検討等を具体的

事例に則して学ばせる教育内容） 

エ エクスターンシップ 

（法律事務所、企業法務部、官公庁法務部門等で行う研修） 

オ 公法系訴訟実務の基礎を内容とする授業科目 

（行政訴訟を中心とする公法系の諸問題を含む訴訟について、公

法系の法律基本科目の学修を踏まえつつ、紛争や訴訟の現場を

意識させるための各種の書面を作成させ、種々の理論的問題、

技術的問題が訴訟実務においてどのように現れるかを模擬的に

理解することを通じて、公法系訴訟実務の基礎を修得させる教

育内容） 

（３）（１）アについては、「法曹倫理」などの授業科目名で独立の授業科目

として開設されていること。また、他の授業科目の授業においても、法

曹倫理に留意した教育が行われていること。 
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状・訴状・準備書面等）の作成の基本的技能を、添削指導等に

より修得させる教育内容） 
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♩כⱪ꜠▬⁸꜠ⱳꜟכ ⌐╟╢ ─ ⌂≥⁸ ╩ ⇔√ ╩

⇔≡⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ ≤ ─ ╩ ∆═ↄ⁸ ≢│ ╩

⇔⁸ ⌐ ╩ ⇔⁸ ⌐≈™≡─ ⌂ ╩⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸

∞↑≢⌂ↄ⁸ ↄ ≤ ⅜ ה ⌐≈™≡ ⌐

⇔≡≤╙⌐ ⅎ╢ ╩ ∆╢═ↄ⁸FD ╙ ⌐ ∫≡™╢⁹ ≢─

╩╙ ∆═ↄ⁸ ╙ ╘⁸ ╙ ⇔≡⅝√╒⅛⁸ ⅛╠◕☻♩☻Ⱨ

╩כ◌כ ⅝⁸FD ╙ ╪⌐ ∫≡⅝√₆o ₈x

ה 2008 2012 49΅51 ₇ ─

⁹╕√⁸ ╙⁸ ⌐⅔↑╢ ┼─ ◦fiכ♃☻◒◄⁸

♇ⱪ─ ה ─ ⱪכꜟ◓╛ ┼─ ≤™∫√ ≢ ⌐

™≡™╢⁹ 

↓─╟℮⌐⁸ ─ ╩ ╘⁸╕√∕╣╩ ∆╢⌐≈™≡⁸

≤ ⅜ ⇔≡™╢ₒ ⁹x 

 

╕≤╘ 

─╟℮⌐⁸ ⌐ ∆╢ ≢ ⅜ │

≤⇔≡ ↕╣≡⅔╡⁸∕─ ╙ ⌐ ⇔≡™╢₆ ⌐≈⅝⁸ ₈

₉⁸ ─₈ ₉ ╗ ₈ה ₉⁸o ₈x2013

₉ ה ה ה ⁸

Ί ●▬♄fi☻ ⁸ ₈ ●▬♄fi☻ ₉ ₇⁹ 
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基準２－１－７：重点基準 

基準２－１－２（３）に定める基礎法学・隣接科目については、学生がそれ

ぞれの関心に応じて効果的な履修を行うために十分な数の授業科目が開設さ

れ、そのうち、４単位以上が必修又は選択必修とされていること。 

 

 ⌐ ╢  

  ─ ╘╢ ה ≤⇔≡│⁸₈ ₉⁸₈ ≤
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基準２－１－８：重点基準 

基準２－１－２（４）に定める展開・先端科目については、各法科大学院の

養成しようとする法曹像に適った内容を有する十分な数の授業科目が開設さ

れ、そのうち、１２単位以上が必修又は選択必修とされていること。 

 

 ⌐ ╢  

  ─└≤≈─ │⁸ ™ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢ ⌐№╢⁹∕─√

╘⁸ ≢│⁸ ─╟℮⌐⁸₈ ≤ ╩╙∫√ ₉⁸₈

⌐ ∆╢ ₉⁸₈ ─ ⌐ ⇔≡ ∆╢ ₉≤™∫√ ≈─♃▬

ⱪ─ ╩ ≤⇔≡ →≡™╢⅜⁸ ה ⌐ ⇔≡│⁸╕↕⌐∕╣╠ ≈

─♃▬ⱪ─ ⌐№╦∑⁸₈ ≤ ₉⁸₈ ≤ ₉⁸₈ ≤ ₉≤™

⌐ⱪכꜟ◓℮ ∆╢ ⅜№╡⁸∕╣∙╣ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╢ ∕╣∙╣

⁸13 ⁸16 ≢№╢ ⁹ ⅜ ⌂™╟℮≢№╢⅜⁸₈ ≤ ₉

⌐ ↕╣≡™╢₈ и₉⁸₈ и₉│⁸ ╙ ℮ ⌂

≢№╢↓≤⅛╠⁸↓╣╠│ ⌐│ ─ ≢╙№╢⁹ 

ה ⌐│⁸ ⱪכꜟ◓ ⌐⁸₈ ₉≤₈ ₉≤

╢№⅜ⱪכꜟ◓℮™ ∕╣∙╣ ≢№╢ ⁹ │⁸ ─ ╩ ∆╢ ה

╩ ≤⇔⁸ ≢ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢╙─

≢№╢⁹╕√⁸ │₈ ⱴכ♥₉⁸₈ зהи₉ ┘₈ ─ ≤

₉⅛╠⌂╢⁹₈ ₉│⁸ ⅜ ≢№╢ ╩ ⅛⇔⁸ ─

─ ≤ ⇔≡⁸ ⌐ⱴכ♥ ╖ ╪∞╟╡ ⌂ ╩ ∆╢ ─

√╘⌐ ↕╣√ ≢№╢ ⌂⅔⁸₈ ₉─ ⱴ│⁸2008כ♥™

2010 ⅜₈▬fi♃כⱠ♇♩ ─ ₉⁸2011 ⅜₈ ≤ ₉⁸2012 2013

⅜₈ ה ≤ ₉≢№╢ ⁹ 

ⱴכ♥⁸₈√╕ зהи₉│ ⅜ ─ ─√╘─ ≢№╢↓≤

⌐ ╖⁸ ─ ╩ ∆ ⅜ ⌂ ⌐ ⅎ⁸╟╡ ⌂ ╩ ∆

╢√╘⌐ ↑╠╣√ ≢№╢ ⱴכ♥₈ зהи₉⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡│⁸

─ ╩ ⁹⌂⅔⁸₈ ─ ≤ ₉│⁸ ┘ ⌐ ╢

─ ┘ ╩ ↕∑╢↓≤╩ ≤⇔≡ ↕╣√ ≢№╢⁹ 

 

ⱴכ♥₈  ₉  

ⱴכ♥    

2008   ------------------------ 

2009   
┘ ╩ ⇔√

─ ≤  

2010   
│ ─ ╩ ╗─⅛  

─ ⌐ ∆╢  

2011   ≤●Ᵽ♫fi☻ה ─  

2012   
ה ─ ┘ ─               

M&A ⌐╖╢ ⌂ ≤ ⌐╟╢ ♥
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◒⸗ ╩ ⅛╡≤⇔≡   
 

 

  ─╟℮⌐⁸ ה ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ⇔╟℮≤∆╢
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基準２－１－９：重点基準 

各授業科目における授業時間等が、単位数との関係において、大学設置基準第

２１条から第２３条までの規定に照らして適切に設定されていること。 
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  ┘  
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第３章 教育方法 

 

  ↔≤─  

 

  ╩ ℮  

 

基準３－１－１ 

法科大学院においては、少人数による双方向的又は多方向的な密度の高い

教育が行われなければならないことが基本であることにかんがみ、一の授業

科目について同時に授業を行う学生数が、この観点から適切な規模に維持さ

れていること。 
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 ─  

 ─ ⌐⅔™≡ ⇔ ⇔√ │ ∕╣∙╣ 10 ╩ ⅎ⌂™

≢ ⌐ ⌂ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ⅜ ≤ ╘√≤⅝│ ⌐ ╘╢ ─ ╩

╘ ⇔√ │ ⌐ ⌂ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

 

21  │ ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓─ ⌐⅔™≡│

╩ ≡ ─ ╩ ⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │ ⌐ ╘╢ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓─ ⌐

⅔™≡│ ╩ ≡ ─ ╩ ⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

₈2013 ₉46⁸60

 







  

- 36 - 

 

↕∑≡™╢ₒ ⁹x  
↕╠⌐⁸ ─℮∟⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐╟╢ ╩

⌂ ≤⇔≡™╢⁹ ⌐│⁸ᵑ ≢№╢ ╩ ╡ →≡⁸

∕─ ה ╩ ∆╢⁸ᵒ ╩ ≤⇔√ ╩ ⇔⁸∕╣⌐ ∆╢

╩ ∆╢⁸ᵓ ↄ √⌂ ╩ ⇔≡⁸∕╣⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁸⌂≥

─Ᵽꜞ◄כ◦ꜛfi⅜№╢⁹╕√⁸₈ и₉ ┘₈ и₉⌐⅔™≡╙⁸ᵑ

ᵓ╩ ⇔≡™╢⁹∕⇔≡⁸™∏╣─ ╙⁸ │ ⌂ ⌐╟∫≡

ₒ ₓ
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⌐ ╩↕∑⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹∕─ ⁸ ─ ⌐ ∫≡⁸

≤⇔≡⁸ ─ ≤ ה ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔⁸

╛ ─ ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢↓≤⅜⌂™╟℮ ╩ ↕
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 ⁸ ╩fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄≡™⅔⌐ ↕∑≡ ↄ⌐№√╡⁸
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 2012 ╡⅔⇔─fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄   

  ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ─ ≠↑  

─☻כ◖      │ ⁸ ⁸  

─fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄   ≤⌡╠™  

    ─ ≢ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸  

   ᵑ ≤⇔≡─ ⁸ ⌐≈™≡─ ─ ⁸  

   ᵒ ≤⇔≡ ⌂ ה ה ⌐≈™≡─ ⁸  

   ᵓ ─ ─ ⌐╟∫≡ ⇔√ ─  

    ╩ ≤∆╢⁹  

 ⁸ ≤⇔≡ ─╖  

   

   

   

   

   

     ─ ┼─ ⌐ ⇔≡─  

       ᵑ ⌐ ↕∑╢ │⁸ ⅜ ⇔⁸ │

      ≤⇔≡ ↕╣≡™╢ ≢№╢↓≤⁹ ⌐╟╢ ─ ╛ ╩ ╦

      ⌂™↓≤⁹  

─fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄   Ί ⌐≥℮⇔≡╙ ╩≈↑≡╒⇔™↓≤Ί  

≢fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄   ╩ ╪≢ↄ╢═⅝⅛  

  10 ≢≥─╟℮⌂↓≤╩ ≡ↄ╢⅛  

  11  

  12 ∕─  

  13 ™ ╦∑  

₈2012 ₉59 64
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╩ ≤⇔√ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ⅜ ⌂™ ≢│⁸ ⌂ ⌐

⌂╠⌂™╟℮⁸ ╩ ≤⇔√ ╩ ∫≡™╢o ⁹x 

ה ≢№╢₈ ה ה ₉≢│⁸ ≤

╩◓fi♅כ▫♥הⱶכ♅╢╟⌐ ∫≡⅔╡⁸ ╩⅛↑≡ ╡ →√ ─

≤ ╩ ⌐⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩ ℮√╘ₒ

ₓ⌐⁸꜡כꜟⱪ꜠▬╛ ה ─ ⇔√ ⌐╟╢

ה ⌂ ⌐╟╢ ╩ ∫≡™╢ₒ ⁹x↓─√╘⁸

⌐ ∆╢꜠ⱳכ♩─ ה │╙∟╤╪─↓≤⁸ ╙ ≤⇔≡

╩ ↕∑√꜠ⱳכ♩─ ה ╩ ╘√╡⇔≡™╢⁹ 

─╟℮⌐⁸ ה ┘ ה ≢╙⁸ ה ⌂

╩ ∂√ₒ ₓ ⌐╟∫≡⁸ ⌂ ╛ √⌂

⌐ ⌐ ∆╢↓≤─≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╢ₒ ⁹x 
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∆═≡─ ╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

  ≢│⁸↓╣╠⌐╟╡⁸ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ה

╩ ⌐ ⌐ ⇔≡™╢₆  ─₈ ₈ה₉ ₉

₇⁹ 

 

─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≢⁸≥─╟℮⌂ ╩≥─╟℮

⌂ ≢ ─ ≤∆╢⅛╩№╠⅛∂╘ ⇔≡™╢⁹ ⌐│⁸NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻

♥ⱶ ─₈ ┬ ₉◦☻♥ⱶ─ │ ≢ ℮ ♥☻♩⁸NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ

≢ ∆꜠ⱳ⁸♩כ ה ⁸ ≢─ ה ⁸ ─ ⌂≥╩
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fi♩⌂≥│⁸NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ╩ ∂≡ ⌐ ⅎ╢⅛⁸ⱪꜞfi♩▪►♩⇔√ ╩

∆╢↓≤⌐╟╡ ⌐ ⅎ⁸↕╠⌂╢ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹⌂⅔⁸ ╛꜠

ⱳכ♩─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⇔√ ◦☻♥ⱶ⌐╟∫≡⁸ ⅜ ─

─ ⇔√╙─╩ ⇔⁸╕√ ─ ─ ♩כⱳ꜠ה ─ ⌐∆╢↓≤⅜

≢⅝╢⁹ 

  ᵓ₈ ⌂ ₉≤─ ≢│⁸ ⌐ →╠╣√ ─℮∟⁸

⌐ ╡ ℮↓≤─≢⅝⌂™ ⌐≈™≡│⁸ ⌐⅔™≡ ∆═⅝ ⌐ ╕╣╢↓

≤╩⁸◦ꜝⱣ☻ №╢™│ ∆╢╟℮⌐⇔≡™╢ₒ

ₓ⁹ 

  ᵔ ─ ⅜ ≤⌂╢╟℮⁸ 10 ⌐ ∆╢ ⁸∕─

≤↕╣╢ ⁸ ┘ ⅜ ⅎ╠╣≡™╢⁹∆⌂╦∟⁸ ─

⌐ ─◐ꜗ꜠ꜟ╩ ⇔⁸24 ≤⇔≡™╢⁹╕√⁸

⌐│⁸ ─ ₈ ₉≤ ≤│ ⌐⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐◖Ⱨכ ╩ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ─

⌐ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ☻Ɑכ☻╩ ↑≡ ╛

⌂≥╩ ⇔⁸∕╣╠╩ ⇔≡ ≢─ ה ─ ╩ ⅎ╢╟℮ ⇔

≡™╢⁹∕⇔≡⁸ ╩ ╠⅛♩▬◘Ⱪ▼►⁸╙┼☻כⱬ♃כ♦─╘√╢∆ ⌐

▪◒☿☻≢⅝╢╟℮⌐⇔≡™╢ ⌐≈⅝⁸ 10 ⌐ ╢ ╙ ⁹⌂⅔⁸

─ ╩ ≢⅝╢╟℮⁸ ╛ ─ ╩ ⌐

⇔≡ ⌐ ⇔√ ╩◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ ─₈ ┬ ₉◦☻♥ⱶ≢ ⇔≡⅔╡⁸

⅜↓╣⌐™≈≢╙ ⌐▪◒☿☻⇔≡ ╡ ⇔ ≢⅝╢╟℮⌐⇔≡™╢ₒ

ₓ⁹ 

 

─ ─╒⅛⌐╙⁸ ≢│⁸ ─╟℮⌂ ≢ ─ ╩

⌐ ⅎ╢╟℮⌐⇔≡™╢⁹ 

  ᵑ ─ ─ ─ ה ≤⇔≡│⁸ ≤⇔≡∕─ ─

⌐≈⅝ ≢ ⁸ ─ 15 ⌐≈⅝ 45 ⅜ ╘╠

╣╢↓≤⅛╠⁸↓╣╩ ⌐ ∆╢₆ ₒ ₈x2013 ₉13

◐ꜗ♇ⱪ ⌐ ╢ ₇≤≤╙⌐⁸≤╙∆╣┌ ⅜ ∆ ה

⅜↓╣╩ ⅎ⅜∟⌐⌂╡⁸№╢™│ ≢ ─ ⅜ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸

⌐≤∫≡ ─ ≤⌂╢↓≤─⌂™╟℮⁸ ה ≤⇔≡ ∆ │↓╣╩

ⅎ╢╙─≢⌂™↓≤╩ ─ ≤⇔ ⌐ ╢ ⁸╕√⁸

─ ⁸ ♥☻♩ ⅜ ≢ ⇔⁸№╢™│ ⅜ ╢↓≤⌐╟╡⁸

─ ⅜ ⌐⌂╠⌂™╟℮ ∆╢√╘⌐⁸ ⅜ ⌐

⌐ ≤ ⁸ ♥☻♩ ─ ⁸ ─ ╩ ↑ ≡⁸ ⅜

─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔≡™╢ ⌐ ╢ ₆

₈ ⁸ ┘ ─ ₉ ₇⁹ 

  ᵒ ₈ ₉ ┘ ╩ ↄ ⌐≈™≡│⁸ ⅜

⌐ ⇔√₈⅔ ↑ ⱡ₉♩כ◦☻♥ⱶ⌐ ≠⅝⁸ ─ ╩ ⇔≡⁸

LAN ╩ ∂≡ꜞ▪ꜟ♃▬ⱶ≢ ─◖fiⱧꜙכ♃כ ⌐ ⇔⁸ ⅜ ╩
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 ─  

 

基準３－３－１：重点基準 

法科大学院における各年次において、学生が履修科目として登録することの

できる単位数は、原則として合計３６単位が上限とされていること。 
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 ─ ≤  
 
₈ ⌐ ∆╢ ₉  

 ─  
 ( ) ─  

 ─ ≤  
☻כ◖          ⌐ ↕╣√ ─ ⌐≈™≡ ≢⅝⌂™  
        ╕╕ ⌐ ⇔√ ⅜⁸ ≢⅝⌂⅛∫√ ╩ ∆╢ ⁸

        ∆╢ ⌐ ╡ ╩ ≤⇔≡⁸ ╩ ⅎ≡ ∆╢↓≤

        ⅜≢⅝╢⁹⌂⅔⁸ ☻כ◖ ( ☻כ◖ )≢│⁸ ─ ⌐  
        ↕╣√ ╩ ∆╢ ≢╙⁸ ╩ ⅎ≡ ∆╢↓≤│  
        ≢⅝⌂™⁹  

₈2013 ₉31  
 
fi◦♇ⱪ│⁸כ♃☻◒◄⁸⅔⌂  ╩ ☻כ◖ ─

⌐ ∆╢⅜⁸ ☻כ◖ ⌐⌂∫≡ ╩ ⇔√℮ⅎ

╩ ∫≡ ∆╢√╘⁸ ☻כ◖ ≤⇔≡ ∫≡™╢⁹ 

 ─ ↔≤─ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─ │⁸ ⌐⁸

│╙≤╟╡⁸ ⁸ ⌐≈™≡╙⁸ ⇔≡ ╦∑╢

↓≤≤⇔≡™╢⁹╕√⁸ ⅜ ╩ ℮ ⌐│⁸№╠⅛∂╘ ⌐

─ ╩ ↑╢↓≤≤⇔≡⅔╡⁸ ⇔╟℮≤∆╢ ⅜ ─ ╩

ⅎ╢↓≤⅜⌂™╟℮ ⌐╟╢ ⅜ ╦╣≡™╢ ₆

₈2013 ₉ ₇⁹ 

 
  

 
₈ ⌐ ∆╢ ₉  

 ─  
 ( ) ─ ה ≤ ─  

    ╩ ⇔ ╩ ⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ╘─ ─  

   ╕≢⌐⁸∕─ ⌐ ⇔╟℮≤∆╢ ⌐≈™≡ ╩⇔⌂↑╣┌ 

   ⌂╠⌂™⁹ 

    ⌐⅔™≡ ╩ ≢⅝╢─│⁸ ⌐⅔™≡ ╩⇔√ 

   ⌐ ╠╣╢⁹( ⅎ┌⁸ ⌐⅔™≡ ╩⇔√ ⌐≈™ 

   ≡╙⁸ ⌐⅔™≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝∏ ⌐⅔™≡ ╘≡  

   ⇔╟℮≤∆╢ ⌐│⁸ ⁸ ╩⇔≡ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™)⁹ 

 

( )  
       │∕─ │⁸ ─ │ ╩⁸ ─  
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ה ₈2012 fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄ ₉ 

ה  ₈ ─↔ ₉ 

ה  ─fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄₈ ⌐≈™≡─ ┘ ₉ 

ה fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄₈ ─ ⌐≈™≡₉ 

ה ₈ ₈ה₉ ₉ 

oה ₈x ₈ה₉ ─fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄─₉  

 oה ₈x2013 ₉ 

oה ₈x ₉─₈ ₉─  

ה ₈NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ₈ ₉Ɑ₉☺כ 

ה ₈2011 2012ה ₐ ─ ₉e 

ה ₈ ●▬♄fi☻ ₉ 

ה ₈ ⁸ ┘ ─ ₉ 

ה ₈2013 ◦ꜝⱣ☻ ( )─⅔ ™ ₉ 

ה   ₈ ₉ 

ה   ₈2013 ₉ 

ה  ₈ ─ 2008 2012 ₉ 

       ₇ 
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  ┘  
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⌐≈™≡│⁸NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ─₈ ₉⌐⅔™≡ ⌐ ⌐ ⇔

≡™╢₆ ₈ ₉ ₇⁹↓╣⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ╘ ⌐

↕╣≡™╢ₒ ⁹x  
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─ │⁸ A(100-90 )⁸A(89-80 )⁸B(79-70 )⁸C(69-60 ) ┘

D(60 )─ ⌐╟╡ ⇔⁸ A⁸A⁸B ┘ C ╩ ⁸D ╩ ≤∆╢⁹

─ │⁸ A10 ⁸A30 ⁸B40 ⁸C20 ╩ ≤∆╢ √∞⇔

⅜ ⌂™ ⌐≈™≡│⁸↓─ ╡≢⌂™ ⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐ →╢ ─ │⁸ ┘ ─ ≢ ∆╢⁹ 

꜡▬ꜘꜞfi◓ 

 fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄

( ) 

₈2013 ₉33
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≢─ ⌐ ∆╢ ⇔ ╦∑ 

2006 19   

   ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡│⁸₈

₉⁸₈ ─ ⌐⅔↑╢ ה ─ ₉ ₈

₉≤™℮⁹ ┘₈ ⅜ ∆╢ ─ ™ ₉ ₈ ™

₉≤™℮⁹ ⌐ ╘╢╙──╒⅛⁸ ─≤⅔╡ ╘╢↓≤≤∆╢⁹ 

 

 ⅜ ℮ ⌐ ™╠╣√ │⁸ ⅜ ∆╢ ╙ ╘⁸

─ ⅛╠ ∆╢╙─≤∆╢⁹  
 ⇔ↄ│ │ ─ ⁸ ─ ─ ⌐≈™≡│⁸

─ ⌐ ™⁸ ┘ ™ ⌐ ≠⅝ ╡ ℮⁹  

 
↕╠⌐⁸ ⌐ ♃כ♦╢∆ ↔≤─ ◓ꜝⱨ ┘ ↔

≤─ │⁸ ─ FD ─ ≢ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸

─ ≤⇔≡╙ ⇔≡⅔╡⁸ ─ ─ ⌐≈™≡ ≢ ⅜

↕╣≡™╢ₒ ⁹x↓╣⌐╟╡⁸ ⌐╟╢ ─

⁸ ─ ⌐╟╡ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ╡─№╢ ⅜⌂™╟℮⌐⇔

≡™╢⁹ 

 

─ ┼─ ₒ ₓ 

  ⌐│ ╠⅜ ⇔√ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ∆╢╒⅛⁸

─ ⅜ ─ ╩ ↄ ╩►▼Ⱪ◘▬♩≢ ∆╢↓≤⌐

╟╡⁸ ╩ ⇔≡™╢ ⌂⅔⁸ ⌐│⁸GPA ╩ ∑√╙─ ╙

⌐ ⇔≡™╢ ₆ ₈ ₉⁸₈ GPA

₉ ₇⁹╕√⁸ ─ ⌐≈™≡╙⁸NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ ⌐ ⇔√

⌐⅔™≡⁸ ⌐ ∆↓≤⅜ ↕╣≡⅔╡⁸↓╣╙ ╩ ∫√ ⌐

≈™≡ ↕╣≡™╢⁹╕√⁸ ─ ╡⁸ ↕╣√ ⌐ ∆╢ ⌐╟╢ ⁸

⁸◖ⱷfi♩⌂≥│⁸ ◦☻♥ⱶ╩ ∂≡ ⌐ ⅎ╢⅛⁸ⱪꜞfi♩▪►♩⇔√

╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ⌐ ⅎ≡™╢⁹ 

  ↓─╟℮⌐⁸ ─ ⅜⁸ ⌐ ♃כ♦╢∆ ┘ ⌐⅔↑╢

─ ╩ ╗₈ ⌂ ₉o ₓ≤≤╙⌐ ⌐ ↕

╣≡™╢⁹ 

 

─ ⌐⅔↑╢ ₒ ₓ 

─ ⌐ ⇔≡│⁸ ╩ ╗ ─ ∟ ╖─ ≢ ⅜ ≢⅝╢╟

℮⌐⇔≡™╢⁹ ⌐│⁸∆═≡─ ⌐⅔™≡ │ ⅜ ⌐

∆╢╙──╖╩ ∆╢╙─≤⇔≡⅔╡⁸⅛≈⁸╒≤╪≥─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ∟

╖│ ≤↕╣≡™╢ ∟ ╖╩ ≤⇔≡™╢ ⌐⅔™≡╙⁸ ─ ─

╩ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮ ↕╣≡™╢ ₆ ₈
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₉⁸2008 2012 ₈ ₉⁸₈2013 ₉34 ₈

─ ₉ ₇⁹ 

 

ה ─ ⌂ ה ⌂ ─ ₒ  x

  ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ≢│⁸ │ ⇔≡™⌂™ 2010 ⅛╠

≢ ╩ ⇔√ ⁹ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⅜ ↕╣╢ ⌐ ⇔≡ ↕╣╢

≢│⁸ ≤│ ─ ╩ ⇔⁸ ≤ ꜠ⱬꜟ─ ≤ ⌐╟╡

⌂ ╩ ∫≡™╢⁹↓─↓≤│⁸ ╩ ⇔≡╙ ≢⅝⌂⅛∫√ ⅜™╢

⅛╠╙ ╠⅛≢№╢₆ ₈ ₉ ₇⁹⌂⅔⁸

╩ √ ─ │⁸C │ D ≤∆╢╙─≤⇔≡™╢
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 ₈ ⌐ ∆╢ ₉ 

 
 

  ∕─ ╛╗╩ ⌂™ ⌐╟╡ ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝⌂⅛∫√

│⁸ ⌐≈™≡ ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁹  
  │⁸ ↔≤⌐ ℮⁹ ╩ ↑╟℮≤∆╢ │⁸ ≤⇔≡

⌐⁸ ╩ ⇔√ ⁸ ╩ ∆╢ ╩ ╕≢ ⇔ ⌂

↑╣┌⌂╠⌂™⁹  
  ╕√⁸ ─ ╕≢⌐⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔⌂

↑╣┌⌂╠⌂™⁹  
  ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝⌂⅛∫√ ╩ ∆╢ ─ ⌂≥

⌐≈™≡│⁸ ─ ⌂™⇔│ ⁸ ─ ╕≢⌐ ╛⅛⌐

⌐ ↑ ⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ ─ ╕≢⌐⁸ ─

⅜⌂™ ⌐│ ─ ⅜⌂⅛∫√╙─≤╖⌂∆⁹  
  ⌐│⁸ ─ ╩ ≡╢↓≤⅜№╢⁹ ─ ⁸ ⁸∕─

⌂ │⁸ ─ ⅜ ╘╠╣√ ⌐ ⇔ ∆╢⁹  
  ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝⌂⅛∫√ ⌐ ∆╢ ─ │ ⇔⌂™⁹  

₈2013 ₉34
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基準４－１－２ 

一学年を終了するに当たって学修成果が一定水準に達しない学生に対し、次

学年配当の授業科目の履修を制限する制度（以下「進級制」という。）が原則

として採用されていること。 

 

 ⌐ ╢  

─ ≤GPA ╩ ⇔√  

≢│⁸ⱪ꜡☿☻≢ ∆╢≤™℮ ─ ╩ ╕ⅎ⁸

┘ ⌐⅔™≡ ╩ ⇔⁸ ⅜ ⌐ ⇔⌂⅛∫√ ⌐≈™≡⁸

┼─ ╩ ╘⌂™╙─≤⇔≡™╢⁹ 

∕⇔≡⁸ ─ ╩ ╢√╘⁸ │⁸2010
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54 ⌐ √⌂™ │ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹ 

    GPA ─  

  ⌐⅔™≡₈GPA₉≤│⁸ ╕≢⌐ ⇔√

─ A ─ ╩ √ ─ × ─ ⁸A ─ ╩ √

─ × ─ ⁸B ─ ╩ √ ─ × ─ ┘ C ─

╩ √ ─ × ─ ─ ╩™℮ ╩ ╕≢⌐ ↕╣≡

™╢ ≤⇔≡ ⇔√╙─≤╖⌂↕╣╢

─ ╩ ↄ⁹ ─ ≢ ⇔≡ √ ╩™℮⁹ 

₈2013 ₉45⁸54

   
  ↓─╟℮⌐⁸ ╩ ∆╢⌐ √╡⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐ ╠⇔≡⁸

⁸ ⌐ ⌂ ┘ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢ₒ

⁹x 

 

─ ≢─ ─ ™ ╩ ∆╢ ─  

─ ⌐╟╡ ⌐ ╘ ⅛╣√ │⁸ ─ ╩

≢⅝⌂™⁹╙∫≤╙⁸ ╘ ⅛╣√ №╢™│∕╣╟╡ ─ ⌐ ↕╣√ ⌐

≈™≡│⁸◐ꜗ♇ⱪ ⌐╟╢ ─ ≢│ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹⌂⅔⁸∆≢⌐ B

─ ⌐╟╡ ⇔√ ─ ⅜ ╦╣╢↓≤│⌂™⅜⁸ ⇔√ ⌐

⅔™≡ C ─ ╩ √ ─ │ ≤⌂╡⁸ ⌐≈™≡│

⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™ GPA ─ ⅜⌂™ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐╟╢⁹

⇔√⅜∫≡⁸ ⇔√ ≢╙⁸ ⌐ ⇔√ C ─ ╩ ↑√ ╙ ╗

─ ⅜ ╦╣╢↓≤│⌂™ ⁹╕√⁸ ⅜ ╩ ⇔⁸ ⌐≈™≡ ⌂
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C ─ ╩ √ ( )─ │ ≤⌂╡⁸ ⇔⌂↑╣┌⌂

╠⌂™( ⅜ ╘╠╣∏ ⇔√ ⌐│⁸ ⌐ ↕╣√ ─

⅜ ╘╠╣⌂™⁹ ∆═⅝ ─╒⅛⁸ ╘ ⅛╣√ №╢™

│∕╣ ─ ─∆═≡─ √∞⇔⁸₈ ₉╩ ↄ

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢)⁹ 

ᵒ  2010 ☻כ◖ ┘ 2012ה2011

 

   ─ ⌐⅔™≡ ⌐⅔↑╢ GPA ─ ⅜ ⌐

√⌂™ ⌐│⁸ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹
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  ┘∕─  
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エ 法律実務基礎科目   １０単位 

オ 基礎法学・隣接科目   ４単位 

カ 展開・先端科目    １２単位 

（３）法律基本科目以外の科目の単位を、修了要件単位数の３分の１以上

修得していること。ただし、基準２－１－５のただし書による単位数

については、本号の修了要件単位数に算入しないことができる。 
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₈2013 ₉45⁸54⁸56

 

⅜⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐│⁸ ⌐ ↕╣

≡™╢ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ ⁸ ⌐

↕╣≡™⌂™ ≢№∫≡╙⁸ ⌐ ─ ה ≤⇔≡┤↕

╦⇔™╙─≢№╢ ⌐│⁸ ─ ─ ╩ ⌂℮⅔∕╣│⌂ↄ⁸

─ ⌐│⁸ ≢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢√╘⌐ ≤╙ ⅎ╠╣

╢⁹↓─╟℮⌂ ⅛╠⁸ ≢│⁸ ╩ ⌐ ↑₆ ₈

⌐╟╢ ─ ─ ⌐≈™≡─ ₉ ⁸₈

₉≤™℮ ₇⁸ ─╟℮⌂ ─ ⌐⁸ᵑ ⁸ᵒ

─ ─ ⁸ᵓ ─ ─ ─ ⁹⌂⅔⁸ ─

≤─ ─℮∟⁸ ⅜ ∆╢ ⌐≈™

≡│⁸ ≤─ ⌐ ≠⅝ ─ ╩ ╢╕≢╙⌂

ↄ ∆╢↓≤╩ ╘≡™╢⅜⁸ ⌐≈™≡│⁸ ≢│₈ ─

₉─ ─ ⅜ ↕╣╢╙─≤⇔≡™╢₆ ₈2013

₉33 ₇⁸ᵔ ─ ≢─ ╩╙≤⌐⁸ ─ ╩ ∆

╢√╘─ ─ ╩ ╘≡™╢⁹∆⌂╦∟⁸ 11 ⌐╟╡⁸

≤ ╘√≤⅝│⁸ᵑ ─ ⁸ᵒ ─ ─ ⁸ᵓ ─ ⁸

│ᵔ ─ ─ ╩ ⇔⁸∕╣∙╣ 10 ╩ ⅎ⌂™ ≢ ⌐

⌂ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹╕√⁸ᵕ ⌐ ≢ ⇔√ ⌐≈

™≡╙ ≤ ╘╢ ⌐│⁸ ─ ™⅜ ╘╠╣╢⁹√∞⇔⁸ᵑ ᵕ⌐╟╡

╘╠╣╢ │№╦∑≡ 14 ╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝∏ ⇔√⅜∫≡⁸30 ╩ ⅎ╢

↓≤│⌂™ ₒ ▪ ⁸x ⌐≈™≡│⁸ ≢

⇔√≤╖⌂↕╣╢ 32 ≤№╦∑≡ 35 ⇔√⅜∫≡⁸ │ ╩ ⅎ╢↓

≤⅜≢⅝⌂™↓≤≤⌂∫≡™╢ ₒ ►ₓ≤─ ⌐≈⅝⁸
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( ─ ─ ─ ) 

 ⅜ ≤ ╘√≤⅝│⁸ ⌐ →╢ ─ ╩ ╘╢↓≤

⅜≢⅝╢⁹ 

 ─ ─  

 ─  

  

 ─  

 ─ ⌐⅔™≡ ⇔ ⇔√ │⁸∕╣∙╣ 10 ╩ ⅎ⌂™

≢⁸ ⌐ ⌂ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ⅜ ≤ ╘√≤⅝│ ⌐ ╘╢ ─

╩ ╘ ⇔√ │ ⌐ ⌂ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

( ─ ─ ─ ) 

10  ⅜ ─ ≢ ╩ ⇔ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸

⅜ ≤ ╘√≤⅝│⁸10 ╩ ⅎ⌂™ ≢ ⌐ ⌂ ≤

⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

( ─ ─ ─ ) 

11  ─ │⁸ ⅜ ─ ≢ ╩ ⇔ ⇔√ ⌐≈™

≡ ∆╢⁹ 

 

( ─ ) 

12  ⌐ ╘╢ ─ │⁸№╦∑≡ 14 ╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹ 

      ─ ─ │, ─ ⌐≈™≡│⁸

⌐⅔™≡ ⇔√╙─≤╖⌂↕╣╢ ─ ≤№╦∑≡ 35 ╩ ⅎ

╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹ 

₈2013 ₉46

 
 ⌂⅔⁸ ᵑ ᵕ─ │⁸∕─ ⌐ ╠⇔⁸ ─ ה



      

- 63 - 

↕╠⌐⁸↓╣╠─ ─ ⌐№√∫≡│⁸ ╩ ⇔√ ╩ ─

╩ ↑≡ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™↓≤≤⇔₆₈ ₉ ⁸ ₇⁸

∆╢ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ─ ≤⇔≡⁸⅛≈⁸ ─

─⌂⅛≢─ ≠↑╩ ⌐⇔√℮ⅎ≢ ↕∑╢√╘⌐⁸ ∆╢ ╩ ↑≡™╢

₆ ₈ ₉ ₇⁹  
  ─╟℮⌐⁸ ─ ⅝≢ ⌐ ↕╣≡™╢ ─

⌐ ╩ ™≡™╢⁹  
  ⌂⅔⁸ ⌐ 2008 ⅛╠ 2012 ╕≢─ ⌐ ᵑ ᵕ─ ─ ⅜ ╘

│☻כ◔√╣╠ №╡⁸∕─ │ᵑ ⁸ᵒ  ⁸ᵓ  ⁸ᵔ  ⁸ᵕ  ≤
⌂∫≡™╢ ⌂⅔⁸ᵑ⌐≈⅝⁸ 13 ⁹╕√⁸ᵓ─℮∟⁸

≤─ ⌐≈™≡│⁸ ₈ ₉─₈ ₉─

⁹  
 

13 ─ ⁸  

 

/     

2008     

2009     

2010    й  

2011    

─ A:

─ B:

     й

2012                                    
 

 
─☻כ◖ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ≤⇔⁸ ─☻כ◖ ⌐

↕╣≡™╢ 32 ⌐≈™≡ ⇔≡ ⅜ ↕╣≡™╢

⌐ ╢ ⁹ ↕╣╢ ─ │⁸ ─ ─ ⌐⅔↑╢ ⌐

≈™≡─ ≤ ∑╢≤ 35 ≢№╡⁸ ╩ √⇔≡™╢o

► ⁸ ▪ ⁸ ⁹x 

 

⌐≈™≡─ ⌂ ─  

98 ─ │⁸ᵑ 14 ⁸ᵒ 34 ⁸ᵓ 14

⁸ᵔ 12 ┘⌐ 4 ⁸ᵕ

ה ⁸ᵖ ה 20 ⌐₈ ₉╩ ⇔√

⌐≈™≡│ 18 ≢№╢⁹⇔√⅜∫≡⁸ ≢│⁸ ▪ ◌⌐⅔

™≡∕╣∙╣─ ⌐≈™≡ ≤↕╣≡™╢ ᵑ ⁸ᵒ24⁸ᵓ10⁸ᵔ10⁸ᵕ

⁸ᵖ12 ─ ─ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╢ₒ ⁹x 

⌐≈™≡│⁸98 ⅛╠ 32 ⅜ ↕╣╢√╘⁸66 ─

╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹66 ⌐│⁸ 30 ⁸
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12 ⁸ ה ⁸ ה 20 ╩ ╕⌂↑╣┌⌂╠

⌂™⁹⇔√⅜∫≡⁸ ⌐⅔™≡∕╣∙╣─ ⌐≈™≡ ≤↕╣≡

™╢ ᵑ ᵓ⌐≈⅝ 18⁸ᵔ10⁸ᵕ ⁸ᵖ12 ─ ─ ─ ⅜

≤⌂∫≡™╢ₒ ⁹x  
 

⌐ ╘╢ ─ ─ ─  

  ≢ ∆═⅝ ─ │ 36 ⌐₈ ₉╩
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  ─  

 

基準４－３－１ 

法科大学院が、当該法科大学院において必要とされる法学の基礎的な学識を

有する者であると認める（いわゆる法学既修者として認定する）に当たっては、

適切に法律科目試験が実施されるとともに、その他の教育上適切な方法がとら

れていること。 

 

 ⌐ ╢  

ה ─ ─  
  ⌐№√∫≡│⁸ ⅜ ╩ ≤∆╢ ─ ≤╙ ⇔⁸

⌐⅔™≡ ⌐╟╢ ⌐╦√╢ ╩ ™⁸ ⁸ ─ ╩

⇔≡⁸ ≤⇔≡ ∆╢ ⌐┤↕╦⇔™ ╩ ∆╢╟℮⌐⇔≡™╢

⌐ ╢ ⁹╕√⁸ ≤│ ⌐ ╩ ⅝⁸ ─♅▼♇◒╩

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ─ ⌐⅔™≡╙⁸∆

═≡─ ⌐≈™≡ ≢│⌂ↄ ≤⇔√ ≢⁸ ┌⅛╡≢⌂ↄ⁸

╙ ∆╢ ─ ╩∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌐⅔™≡ ≤↕╣╢

─ ⌂ ╩ ∆╢⅛ ⅛─ ╩⅝╘ ⅛ↄ ⅎ╢╟℮⌐⇔≡™╢₆

₈ (2010⁸2011⁸2012⁸2013)₉ ₇o

⁹x 

 

⌐⅔↑╢ ה ה ─ ─ ≤─  

☻כ◖ ☻כ◖ ┼─ ╩ ∆╢ │⁸ ≢№╢⅛ ⅛⌐

╦╡⌂ↄ⁸╕√⁸ ⌐ ∆╢ ≢─ ─ ╩ ⇔≡™⌂ↄ≤╙⁸ ⅎ┌

≢ ╩ ╪∞ ╙ ≤⇔≡ ↕╣℮╢╙─≤∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ◖

☻כ ☻כ◖ ⌐ ∆╢ ⌐⅔↑╢ ⁸ ⁸ ╩ ⇔≡™╢

15 ₒ ₓ⁹   

 
─☻כ◖ 15 ╡ ↑  

 

 ─  

(1) │⁸₈ ₉☻כ◖ ─ ™∏╣⅛ ╩ủ≢ ╗↓≤⁹⌂⅔⁸₈

☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩ ⇔√ │⁸₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩

≤∆╢⅛ ⅛╙№╦∑≡ ∆╢↓≤⁹₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩

⇔⁸⅛≈⁸₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩ ≤∆╢ ─╖⁸

⌐⅔™≡⁸ ≤ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ╕√⁸ ─₈  ₉( )⌐╟╡ ∆╢ │⁸₈ ☻כ◖ ◖

☻כ ₉⌐ ∆╢↓≤│≢⅝⌂™⁹ 

 

☻כ◖ 10 ☻כ◖ ≤ ☻כ◖ ☻כ◖ ─ ⌐≈™≡
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☻כ◖  ☻כ◖ ╩ ≤⇔⁸ ☻כ◖ ☻כ◖ ╩

≤⇔√ ─╖ ╩☻כ◖ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ╩ ∆╢ │⁸

ה ה ─₈ ₉☻כ◖ ≢₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩

⇔⁸⅛≈⁸ ≤⇔≡₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩ ∆╢↓≤⁹ 

☻כ◖  ☻כ◖ ─ │⁸ ┘

≢ ™⁸ ☻כ◖ ☻כ◖ ─ │⁸

┘ ≢ ℮─≢⁸ ╩☻כ◖

∆╢ ⌐│⁸ ─ ┘ ─ ╩ ∆╢↓

≤⁹ 

☻כ◖  ☻כ◖ ⌐ ⇔√ ⌐│⁸ ☻כ◖ ☻כ◖

─ ⌐ ╦╠∏⁸ ☻כ◖ ☻כ◖ ┼─ ─╖╩ ╘╢⁹ 

☻כ◖  ☻כ◖ ⌐ ─ ≢╙⁸ ☻כ◖ ☻כ◖

─ ⌐ ⇔≡™╣┌ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

₈2013 ₉

 

 ╕√⁸ ─ ⌐ ⇔≡│⁸ ⅜ ╩ ≤∆╢ ─

≤ ⇔⁸ ─ ─ ─ ≤ ⌂╢⌂≥⇔≡

∞↑⅜ ⌐ ╩ ↑╢↓≤─⌂™╟℮ ⇔≡ ╩ ⇔⁸ ─ ─

╩ ∫≡™╢ₒ ⁹x↕╠⌐⁸ ╙⁸ ╛ ─

⁸ ─ ≤│ ⌂ↄ ↕╣⁸ ה ה ─ ⅜ ╠╣

≡™╢ₒ ₓ⁹ 

 ⌂⅔⁸ ─ ╩☻כ◖ ╗ ⌐№√╡⁸ ─
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≤⅔╡≤∆╢⁹ 

 

( ) 

  

│⁸ ─ 32 ╩ ⇔√╙─≤╖⌂∆⁹
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ה    │⁸ ┘ ╩ ↄ ⅛╠⌂╢⁹ 

ה    │⁸ ⅛╠⌂╢⁹ 

ה    │⁸ ┘ ה ╩ ╖⁸ ה ╩ ↄ

⅛╠⌂╢⁹ 

ה    ⌐⅔™≡│⁸ ╩ ∆╢⁹ 

25 ⅛╠

 

  ⌂⅔⁸ ≢ ╩ ╘≡™╢ │⁸ ─ ≤

⌂∫√ ⌐ ∆╢ ⌐ ╠╣≡⅔╡ₒ ⁸x

⌐ ╕╣⌂™ ─ ╩ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤│ ∫≡™⌂™ 18

⁹  
 

─☻כ◖ 18 ה ─  

 

─☻כ◖   ה ─  

─☻כ◖    ⌐≈™≡│⁸ ─ ( 32 )│ ⌐⅔™
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 ≤⇔≡ ↕╣√ ⅜ ⇔√≤╖⌂↕╣╢ │⁸ ☻כ◖

☻כ◖ ⌐⅔↑╢ ─∆═≡─ 32 ≢№╡⁸ ↕╣

╢ ≤ ⇔√≤╖⌂↕╣╢ ≤─ ╩ ⌐ ⇔√╙─≤⌂∫≡™╢

ₒ ⁹x 

 
₆  
ה ₈ ⌐ ∆╢ ™ ⁸ ₉ 

ה ₈ 2008 2012 ₉ 

oה ₈x2013 ₉ 

oה ₈x ₉ 

ה ₈ ₉ 

ה  ₈ ₉ 

ה   ₈ GPA ₉ 

ה  ₈ ₉ 

ה  ₈2008 2012 ₉ 

ה  ₈ ₉ 

ה  ₈ ⌐╟╢ ─ ─ ⌐≈™≡─

₉ 

ה  ₈ ≤

≤─ ⌐≈™≡─ ₉ 

ה ₈ ₉ 

 oה ₈x 25 ₉ 

ה  ₈ (2010⁸2011⁸2012⁸2013)₉     

ה   ₈ (2009)₉ 

                    ₇ 
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  ┘  

 
 
⌐ ⇔≡⁸ ≢│⁸ⱪ꜡☿☻╩ ∆╢ ≢№╢↓≤⌐ ╖⁸

⌐⅔™≡ ∆═⅝ ╩№╠⅛∂╘ ╘⁸∕─ ≢⁸ ⁸ ♥☻♩⁸

─ ⌂ ╩ ™≈≈⁸ ⌐ ⇔≡ ─ ⌐≈™≡⁸

≥─ ⌐╟╡ ∆╢⅛╩ ⇔⁸ ⌂ ⅜⌂↕╣╢╟℮⌐⇔≡™╢ ≢

╣≡™╢⁹╕√⁸GPA ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢≤↓╤⁸ │ ⌐ ⇔≡
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第５章 教育内容等の改善措置  
 

  ↔≤─  

 

  ─  

 

基準５－１－１ 

教育の内容及び方法の改善を図るための研修及び研究が、組織的かつ継続

的に行われていること。  

 

 ⌐ ╢  

≢│⁸ ─ ה ─ ה ╩ ⌐ ∫≡™ↄ√╘⌐⁸

╩ ℮↓≤≤⇔⁸ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ │ ─

ה ╩ ∆╢╙─≤ ≠↑╠╣≡™╢⁹ 

∕⇔≡⁸ ≢│⁸₈ ─ ה ─ ₉╩ ⇔≡⅔╡⁸

↓╣⌐ ≠™≡ ─ ה ─ ה ╩ ∫≡™╢₆ ₒ ₈x

⌐⅔↑╢ ─ ה 2012 ₉79 ₇⁹

│⁸ ⌐ ≠⅝⁸ ⅜ ⇔ ∆╢ ⌐ ≠⅝ ╩ ™⁸

∆═⅝ ┘∕─ ╩ ⇔≡™╢⁹↓─ │ₐ ה ₑ≤

⇔≡ ⇔₆ ₒ ₈x

ה 2008
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2007 ⅛╠│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ ↕╣⁸↕╠⌐ 2012 ⅛

╠ ⌐ ╖ ⅎ╠╣╢ ≢ ⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ ≢│⁸2006 ╕≢⌐ ⱪ꜡☺▼◒♩⌐╟╡⁸STICS ─ ╩

⇔⁸ ⱪ꜡☺▼◒♩≤⇔≡⁸ ⁸ ≤ ╩ ╡⌂⅜╠⁸

⇔™ ⌐ ∆╢◦☻♥ⱶ ╩ ∫√⁹∕─ ≤⇔≡⁸₈⅔ ↑ ⱡכ♩◦☻♥

ⱶ₉ ─ ⌐╟╢ ◦☻♥ⱶ ⁸₈ ┬ ◦☻♥ⱶ₉ ◦☻♥ⱶ

⅜ ⇔≡ ⌐ ↕╣≡™╢⁹↓─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ⱪ꜡☺▼◒

♩╩ ∂≡⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ™⁸ ⇔™ ┘ ─ ╩

∫≡™╢ ₒ ⁹x 

 
 ⱪ꜡☺▼◒♩─ ה   

 

ⱪ꜡☺▼◒♩ ₈ ⱪ꜡☺▼◒♩ PSIM ₉  

≢│⁸ ╩ ≤∆╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐│⌂⅛∫

√ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ∆╢ √⌂ ⅜ ⇔√⁹∕─√╘⁸

─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⌐│⁸ ╩ ⇔√◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi╛꜡כꜟ

ⱪ꜠▬≤™∫√ √⌂ ⅜ ↕╣≡™╢⁹⇔⅛⇔⁸↓℮™∫√ │ ─

⌐⅔↑╢ ≢│╒≤╪≥ ╦╣≡↓⌂⅛∫√ ≢№╢√╘⌐⁸ ⁸
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◦☻♥ⱶ₉ ⁸ ─ ╩ ∆╢◦☻♥ⱶ ⁸( )₈Study 

Group ◦☻♥ⱶ₉ Web ⌐◒ꜝ☻╛ ╩ ⅎ≡₈ ⇔≡ ┬₉ ╩ ∆

╢◦☻♥ⱶ ⁸( )₈ e-portfolio₉ ⅜ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸

⌐ ⅛∆◦☻♥ⱶ ⅛╠ ↕╣╢ 2004 ⅛╠ ⁹ 

 
◦☻♥ⱶ ─ ─  

 │⁸NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ╩ ™╢↓≤⌐╟╡⁸ ╩ ⅛╡╛∆ↄ ⇔╛

∆™ ≢ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ⇔√⁸ ◦☻♥ⱶ⁸₈ ┬ ₉⁸₈⅔ ↑

ⱡ₉♩כ⌂≥ IT ╩ ⇔√ ה ⌂ ╩ ∆╢√╘─ ♁ⱨ♩ה

ꜟכ♠ ╩ ⌐ ∆╢╟℮ ╘≡™╢⁹╕√⁸ ─ FD ╩ ∂≡⁸↓╣╠─

─ꜟכ♠ ≤∕─ ╩ ⇔⁸∕╣╩ ─ ⌐ ∟⌐ ≢⅝╢╟℮

⌐⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ה ─ ⌐ ∆╢

╡ ╖─ ╩ ─ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌂ ╡ ╖╩ ∫≡™╢₆o ₈x
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267 ₇⁹ 

ⱴכ♥─   

 

 ⱴכ♥ 

з  и  й  

2008 ⌐ ⅔↑

╢ ─  

≤ ─

₈ ≢ ╩

┬─⅛₉ 

 

2009 ◒ꜝ☻  

 

≢♃כ♦ ╢ ≤

 

 

≤ ─  

₈ ─ ╩

⅛∆ ₉ 

2010 ◒ꜝ☻  ▪fi◔כ♩

 

≤ ─  

₈ ─ ╩≥

℮ ⅛∆⅛₉ 

2011 ⌐ ⅔↑

╢ ─  

≤ ─

₈ ⅛╠ √

₉ 

≤ ─  

₈ ≢ ─ ┘

₉ 

2012 ◒ ꜝ☻ ⅛╠

╢

─  

─  │⅛ↄ ╡⅝ 

 

 

↓─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ⌐╟╢ ╩ ∂≡⁸
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 FD ─ ה  

 

 FD ─  FD  

┼─  

─ FD  

►☺fiⱳ◦ה

ⱶ─  

2008    12  

2009     

2010     

2011     

2012     
 

 

─  

≢ ─ ⅜№╢ ⁸ ≤ ▫♥הⱶכ♅─≥

◓fi♅כ ⌂≥⁸ ─ ⅜ ╩ ∆╢ ≢│⁸ ≢ ≤

─ ⌐ ∆╢ ה ╩ ⌐ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∫≡ ─ ╩

™ ₈ зהи₉⁸₈ з₉│ ⁸ ╩ ⌐
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─  

 ⁸ ⅜ ─ ╩ ⇔≡⁸ ╩ ∆╢√╘─ ⌐

⌐ ≢⅝╢╟℮⌐∆╢√╘⌐⁸FD ─ ╛⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ≢─

┼─ ─ ╩ ∫≡™╢₆ ₒ ₈x

ה 2008 2012 ₉51 ⁸o

₈x ⌐⅔↑╢ ─ ה 2012 85

₇⁹╕√⁸₈ ₉╩ ∂≡⁸ ≤─ ⌂ ╩

╩fi◦♇ⱪ₉כ♃☻◒◄⁸₈⌐╠↕⁹╢™≡∫ ∆╢ │⁸ ⌐

╩ fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄⁸⇔ ─ ≢№╢ ╙⁸ ─

≤⇔≡ ⌐⅔™≡ ⱪכꜟ◓₈╢╣↕ ₉ ⌐ ⇔≡™╢⁹↓─

╟℮⌐⁸ ─ ⌐╙ ╡ ╪≢™╢ₒ ⁹x 

 

 
₆  

oה ₈x ⌐⅔↑╢ ─ ה 2012 ₉ 

oה ₈x ה  

2008 2012 ₉ 

ה ₈PSIM ₉ 

ה ₈ ₉ 

ה ₈ ₉ 

ה ₈ ₉  
                   ₇  
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  ┘  

 

 

⌐≈™≡⁸ ≤⇔≡─₈ ה ₉╩ ⇔⁸∕╣

⌐ ≠™≡ ⅜√╝╕∏ ⌐ ╦╣╢ ⅜ ↕╣≡™╢ ≢ ╣≡™╢⁹

╕√⁸ ▪fi◔⁸≡™≈⌐♩כ ⌐ ─ ╩ ∆╢∞↑≢⌂ↄ⁸ ┼─

ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡⁸₈ ┼─ⱷ♇☿כ☺ ₉

╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸∕╣╩₈ ┼─ⱷ♇☿⁸╘≥╕≡⇔≥₉☺כ ⌐ ∆╢≤

≤╙⌐⁸ ↑⌐ ─►▼Ⱪ◘▬♩ ≢ ⌐ ⇔≡™╢ ⁸↕╠⌐│⁸

╩ ⇔⁸◒ꜝ☻ ╩ ⇔≡™╢⌂≥─ ╙ ╣√ ≤™ⅎ╢⁹ 

╕√⁸ ≢│⁸IT ╩ ⇔√ ╩ ∫≡™╢↓≤⅛╠⁸ ─

≤⇔≡⁸IT ╩ ⇔√ ⌐ ∆╢◦☻♥ⱶ─ ┘ ┘⌐∕╣╠⅛╠ ╠╣╢

─ ⌐ ╘≡™╢⁹IT ╩ ⇔√◦☻♥ⱶ╩ ⇔≡™╢ │ ↄ

∆╢⅜⁸ ─ ⌐⅔™≡⁸ │⁸ ≢╙ ╩ ↄ╙─≢№╢⁹

╙↓╣╠─◦☻♥ⱶ─ ╩ ≠↑╠╣╢↓≤╩ ∂≡⁸ ─

∆╢ ⱡ►Ɫ►╩ ≢⅝╢ ╩ ⅎ⁸ ╩ ∫≡™╢ ╙ ╣√ ≤™ⅎ

╢⁹ 

 
 

 ⌐⌂⇔
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第６章 入学者選抜等 

 

  ↔≤─  

 

   

 

基準６－１－１ 

法科大学院は、公平性、開放性及び多様性の確保を前提として、各法科大

学院の教育の理念及び目標に照らして、アドミッション・ポリシー（入学者

受入方針）を設定し、公表していること。また、入学志願者に対して、これ

とともに必要な情報を事前に周知するよう努めていること。  

 

 ⌐ ╢  

─ ─ │⁸ ⌐⅔™≡ ↕╣ ↕╣≡⅔╡⁸

►▼Ⱪ◘▬♩⌐╟╡ ↕╣≡™╢⁹╕√⁸ ⁸ ─ ┘ ⁸ ─

⁸ ⁸ ┘ ⁸ ⁸ ⁸ ┘

⁸ ⁸ ┘ ─ ⁸ ┘ ─ ⁸ ┘⌐

─ ┘ ─ ╩►▼Ⱪ◘▬♩ │ Ɽfiⱨ꜠♇♩≢ ⇔

≡™╢ₒ ₓo ⁹x  
 ─ ─ ┘ │⁸ ⌂ ╩ ⅎ⁸ ™ ≤

╩ ∟⁸ ─ ⌐ ⅎ╢ ─ ≢№╢⅜⁸↓─╟℮⌂ ╩ ∆╢√

╘⌐│⁸ │⁸ ₁ ⅜⁸ ה ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ⌂

┘ ╩ ∆╢≤ ⌐⁸ ≤⇔≡ ⇔≡™↑╢╟℮⌐⁸ ⌂ ╩

∆╢ ₁─ ╕╡≢№╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ⅎ≡™╢⁹∕─╟℮⌂ ⅎ ⌐ ≠™≡⁸

─▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦⁸│כ ─╟℮⌐ ↕╣≡™╢⁹  
 

 ▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ  
 
 ⌐ ∆╢ ⌐│⁸╕∏ ≢ ∆╢√╘─ ⌂

≤⇔≡⁸ ™ ⌐╟∫≡ ⅎ╠╣√ ≤ ⁸ ─ ┘ ╩

⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹∕⇔≡⁸∕╣╩ ⌐⁸

╩ ∆─⌐ ⌂⁸ ╛ ⌐ ≢⁸ ה ⌐ ∆╢ ™ ╩ ∟⁸∕

↓≢ ∂≡™╢ ╩ ⇔⁸↓╣╩ ⌐ ≢⅝╢ ⌂ ╩ ⇔≡™⌂↑╣┌

⌂╡╕∑╪⁹↓╣╠│⁸ ≢ ⇔√ ╩ ╦∏⁸∆═≡─ ⌐ ⌐

╘╠╣╢ ≢∆⁹  
 ↓╣⌐ ⅎ≡⁸ ≢☻כ◖ ∆╢√╘⌐│⁸ ─ ⌂

─☻כ◖ ≢ ↕╣≡™╢ ⌐ ⌐≈™≡ ⌐ ⌂ ╩ ⇔≡™⌂↑

╣┌⌂╡╕∑╪⁹  
 ─ ⅜ ╡№╢╙─≤⌂╢√╘⌐│⁸ ⌂ ╛Ᵽ♇◒ה◓ꜝ►fi

♪╩ ∆╢ ⅜ ⇔≡⁸ ™⌐ ∆╢↓≤⅜ ≤™ⅎ╕∆⁹ ╩ ∆

╢⌐│⁸ ─╒⅛⌐╙ ⁸ ─ ⅜ ⌂ ⁸
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─ ╛Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ╩ ∆╢ ⅜ ╕╣╢↓≤⅜ ╕⇔™≤ ⅎ≡™

╕∆⁹ 

( ►▼Ⱪ◘▬♩₈o 2ₓ ⅜╙≤╘╢ ₉

http://www.law.nagoya-u.ac.jp/ls/examination/index.html#lst02) 
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 ╕√⁸ ─₈  ₉( )⌐╟╡ ∆╢ │⁸₈ ☻כ◖ ◖

☻כ ₉⌐ ∆╢↓≤│≢⅝⌂™⁹ 

 

☻כ◖ 10 ☻כ◖ ≤ ☻כ◖ ☻כ◖ ─ ⌐≈™≡

☻כ◖  ☻כ◖ ╩ ≤⇔⁸ ☻כ◖ ☻כ◖ ╩

≤⇔√ ─╖ ╩☻כ◖ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ╩ ∆╢ │⁸

ה ה ─₈ ₉☻כ◖ ≢₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩

⇔⁸⅛≈⁸ ≤⇔≡₈ ☻כ◖ ☻כ◖ ₉╩ ∆╢↓≤⁹ 

☻כ◖  ☻כ◖ ─ │⁸ ┘

≢ ™⁸ ☻כ◖ ☻כ◖ ─ │⁸

┘ ≢ ℮─≢⁸ ╩☻כ◖

∆╢ ⌐│⁸ ─ ┘ ─ ╩ ∆╢↓

≤⁹ 

☻כ◖  ☻כ◖ ⌐ ⇔√ ⌐│⁸ ☻כ◖ ☻כ◖
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基準６－１－４：重点基準 

入学者選抜に当たっては、法科大学院において教育を受けるために必要な

入学者の適性及び能力等が適確かつ客観的に評価されていること。  

 

 ⌐ ╢  

₈ ╡ ↑ ₉ 2009 ╕≢  

▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ ⌐ ╢ ─╙≤⁸2009

╕≢│⁸ ─ │ ≥☻כ◖ ─☻כ◖ ╩ ╘ ↑

╢↓≤⌂ↄ⁸ ∏ ≤⇔≡⁸ ⁸ ╩

∫≡ ╩ ⇔⁸ ⁸ ☻כ◖ ⌐ ⇔⁸↕╠⌐

╩ ∫≡ ☻כ◖ ≤ ☻כ◖ ╩ ╡ ↑╢ ⌐╟╡



  

- 86 - 
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基準６－２－２ 

入学者受入において、所定の入学定員と乖離しないよう努めていること。  
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基準６－２－３：重点基準 

在籍者数、入学者選抜における競争倍率、専任教員数、修了者の進路及び

活動状況等を総合的に考慮し、入学定員の見直しを含む入学者選抜の改善へ

の取組が適宜行われていること。  
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  ┘  

 

 

│⁸ ⌂▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ╩ ⇔⁸∕╣⌐ ≠™√

⅜ ↕╣⁸∕╣╩ ⌐ ⇔≡™╢ ≢ ╣≡™╢⁹ 

 
 
╩ ╢ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ─ ─ ┘ ╩

∆╢ ⅛╠⁸ ─ ⇔╩ ╗ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔≡

™ↄ ⅜№╢⁹  
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⌂╢╟℮ ⇔≡™√⁹ 

╙∫≤╙⁸2010 ─ ☻כ◖┘ ─ ─ ⌐ ™ ─

⅜ ∆╢↓≤⌐⌂∫√↓≤⁸∕─ ─ ≢ ◒ꜝ☻ ⇔√≤⇔≡╙

─╟℮⌂ ≢ ─ ╩ ↕∑╢⌂╠┌ ╩ ≢⅝╢≤ ⅎ╠

╣╢↓≤⌂≥⌐ ╠⇔⁸2010 ⅛╠│ ⌐⅔™≡│ ◒ꜝ☻ ╩ ∆╢↓≤⌐⌂

∫√⁹ 

(щ)◒ꜝ☻ ה    

≢│ ↔≤⌐⁸ ─ ≤⇔≡◒ꜝ☻╩ ⅝⁸ │⁸₈

зהи₉ ◒ꜝ☻⌐ ╩ ⅝⁸ ≤⇔≡◒ꜝ☻ ≢ ↕╣╢≤↓╤⁸

◒ꜝ☻⌐│⁸◒ꜝ☻─ ⌐≈™≡ ╩ ⅎ╢ ─◒ꜝ☻ ╩ ⅝⁸↕

╠⌐ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⅜ 10 ─ ╩ ∆╢

╩ ∫≡™╢₆ ₈◒ꜝ☻ ┘ 2008 2013 ₉

⁹ ─ ⌐│ ⅜ ∆╢ │ ≢№╡⁸ ⌐≈™≡

ↄ ╩ ∫≡™╢⁹◒ꜝ☻ │⁸ ─ ⅛╠ ◒ꜝ☻ ╩№≡⁸

│⁸◒ꜝ☻ ─ ⅛╠ ⌐ ╘╠╣╢⁹◒ꜝ☻ │⁸ ⌐

─☻כ◖ ≤│ ⌐◒ꜝ☻ ╩ ⇔≡⁸ ⌐ ≤⇔≡─ ⌐≈™≡

ה ⇔≡™╢⁹╕√⁸ │⁸ ⁸ ⌐⁸ ─ ⌐ ╢

╩ ⌐ ─ ─ ⌐ ∆╢ ╣⌐ ⇔≈≈ ℮≤ ⌐⁸ ⌂≥

─ ≤⇔≡─ ⌐ ∂≡™╢⁹╕√⁸ ─ ╦╡⌐╙◒ꜝ☻ ╩

⇔≡⁸ ╛ ─╟╡╟™ ─√╘─ ╩ ≤ ∆╢ ⁸ ≤

⌂∫√ ⌐≈™≡⁸ ⅜ ⇔≡ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐≈™≡─

╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

 (ъ) כ♃כꜙ♅   ─╟℮⌐⁸ ⌐ ─ ⌂ ─ ╩

≤⇔≡⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐⅛⅛╢ ≢№╢ ה

ה ה ה ─ ⌐≈™≡ כ♃כꜙ♅ ╩ ╡⁸ ≢ ∆╢

⌐ ⇔≡ ⅜♀Ⱶ╩ ⅝⁸ ⌐⅔↑╢ ⌂ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡─꜠ⱳכ♩─ ─ ⌐≈™≡╙ ⌐

∂╢ ─ ≢ ╩⇔≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘ ◒ꜝ☻ ─ ≤ ⇔≡⁸2011 ⅛╠⁸ᵑ

─♀Ⱶ⌐ ⅎ⁸ᵒ₈ ₉⌐₈ ₉ ╩ ∆╢≤™℮ ≢⁸

─ כ♃כꜙ♅ ⅜ ה ↕╣√⁹ 
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 (i)●▬♄fi☻  ─╟℮⌐⁸ ●▬♄fi☻⌐⅔™≡│⁸ ╩ ≤∆

╢ ⌂●▬♄fi☻╩ ∫√ ⌐⁸↓╣≤│ ⌐ ─☻כ◖ ⌐ ∆╢●

▬♄fi☻╩ ⇔≡™╢⁹ fi◦♇ⱪכ♃☻◒◄⁸⌐ ─ ⌐≈™≡│⁸

╩ ≤∆╢ ─ ≤│ ⌂╢ ╛ ≢№╢↓≤⅛╠⁸

≤ ╩ ⌐ ↕∑⁸ ╩ →╢√╘⌐⁸ ⇔™ ╩∆╢ ⁸

╩ ™⌂ↄ ≢⅝╢╟℮⌐∆╢√╘─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 (ii)◒ꜝ☻ ה ה ─☻כ◖   ⌐ ⇔≡╙⁸

≥☻כ◖ ⌐◒ꜝ☻ ה ╩≤∫≡ ╛ ─ ╩ ™⁸

─ ≤∆╢ ≤⌂╢√╘⌐│ ⌂ ⱷ♬ꜙכ─ ⅛╠≥─╟℮⌂ ╩

∆═⅝⅛⌐≈™≡ ה ה ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ≤ ≤─

╩ ╢≤™℮ ⅛╠⁸2006 ⅛╠│⁸ ☻כ◖ ≤ ☻כ◖ ⌐⁸

╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹∕─ │ ─ ≤ ≢№╢⁹ 

щ ╕√⁸ ─╟℮⌐⁸ ─꜠ⱬꜟ▪♇ⱪ─√╘⁸∆═≡─

─╖ ⌐₈ ₉ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 ─╟℮⌐⁸ ⌐ ⇔≡╙⁸ ≤⇔≡⁸●▬♄fi☻ ┘ ⌐ ⌐

⇔≡ ℮ ה ה ─ ⅜ ⌐ ╦╣≡™╢ₒ

⁹x 

  

⌐ ∆╢    

≢│⁸ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ⌐ ⇔≡╙⁸ ⌐●▬♄fi☻╩⁸

┘ ⌐◒ꜝ☻ ╩ ⇔≡⁸∕─ ⁸ ─ ה

╩ ⇔⌂⅜╠⁸ ⌐ ℮ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸∆═≡─

─╖ ⌐₈ ₉ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

─╟℮⌐⁸ ⌐ ⇔≡╙⁸ ≤⇔≡⁸●▬♄fi☻ ┘ ⌐ ⌐ ⇔

≡ ℮ ה ה ─ ⅜ ⌐ ╦╣≡™╢ₒ

⁹x 

 

○ⱨ▫☻▪꞉כ 

 ─ │⁸○ⱨ▫☻▪꞉כ╩ ⇔≡⅔╡⁸∕─ ⁸ ─ ─

⌐≈™≡│⁸ ╘⌐ ⌐ ⌐╟∫≡ ⇔≡™╢₆ ₒ ₈x2013

₉36 ⁸88 ₇⁹⌂⅔⁸ ─ ╩ ⌂ ─ ≈≤⇔

≡⁸2011 ╟╡⁸ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡
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ה ₉≢ ┼ ⇔⁸ ╛ ⌂≥─ ⌐╟∫≡

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

כ♃כꜙ♅   

  

 

 

2009   

 

    

2010       

2011    

 

  

 

 

2012    

 

   

2013  

 

  

 

   

 

 

 2012  

  

  

з   

и  
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IT♠כꜟ⌐╟╢  

≢│⁸∕─ ⅜IT⌐ ™ ╩ ∆╢↓≤⌐№╢↓≤⌐ ⇔≡⁸IT

╩ꜟכ♠ ™√ ה ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

≢│⁸ ⌐⅔™≡ ₁ ↕╣≡™√⁸◦ꜝⱣ☻╩ ≤⇔√Ⱡ

♇♩ ─ITⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ╩ ⌐⁸ ─ ╛ ╩ ⌡≡⅝√ ◦☻♥ⱶ⁸

◦☻♥ⱶ⁸ ┘STICS⌂≥─ ◦☻♥ⱶ╩ⱬכ☻⌐⇔√IT♠כꜟ─ ⌐

↑√ ה ╩ ⌡⁸ ⁸ ─IT♠כꜟ╩ ⌐ ∆╢⌐ ∫

≡™╢⁹ ─ ◦☻♥ⱶ≢№╢₈ ┬ ₉╙2006 ⅛╠ ╩ ⇔√⁹ 

╕√⁸↓─╟℮⌐⁸IT♠כꜟ╩ ∆╢↓≤⅛╠⁸ ⌐ ⇔≡╙ ⌐↓╣╠⌐≈

™≡─●▬♄fi☻╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐ ⇔√Ɽ♁◖fi─ ╩ ╘≡™╢⁹ 

∕⇔≡⁸ ⅝─ ⌐⁸ IT♠כꜟ⌐≈™≡─ ╩ ™⁸ ⅜

∟⌐∕╣╠╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮ ╩ ╢⌂≥⁸IT ⌐ ╣╢↓≤⁸∕
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≢№╢⁹ 

ᵓⱷכꜟ   ⁸ ≤ ─ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi│⁸ ⅛ ⱷ

⅛⇔ꜟכ ⅜⌂⅛∫√⁹ ⱷכꜟ─ ⁸ ₁⌂ ⱷכꜟ≤ ∂ⱷכꜟⱲ♇◒☻

⌐ ╢√╘⁸ ⅜ ∆╢∆═≡─ ≢⁸∆═≡─ ≤╛╡ ╡∆╢↓≤⌐⌂╢

≤⁸∕─ⱷכꜟ─ ╙ ⌂ ⌐⌂╢⁹╕√⁸ ∂ ≢╙⁸ ⅜ ⌂∫√

╡⁸ ╙ ╣√ ⌐ ⅜№∫√╡∆╢≤⁸ ╕≢≥℮™℮ ─ ╣≢№∫√⅛⌂

≥⁸ ™ ⇔⌐ↄↄ⁸ ⇔≡⌂⅛⌂⅛ ≢⅝⌂™⁹↓─╟℮⌂ ╩ ⌐ ∆

ꜟכⱷ⅜ꜟכ♠╢ ≢№╢⁹ ▬ⱷ⁸│☺כWebⱷכꜟ─╟℮⌂ ╩≤╢⅛⁸

│⁸ ⌐≈⅝ ♪☼כ꜡◒⌐≥↔ ╩ ∆╢≤™℮╙─≢№╢⁹

↓─ⱷכꜟ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⌐ ↔≤⁸ │ ↔≤⌐ⱷ♇☿כ

☺⅜ ↕╣╢─≢⁸ ⌐│⁸ ⌐ ↕╣√ ⱷכꜟ─ⱷכꜟⱲ

♇◒☻≤ ∂ ⅝≤⌂╢⁹ ≤─╛╡≤╡⅜⁸ ⌐≈⅝⁸ ≢ ⁸ ↄ

─ │ ≢№╢↓≤╩ ⅎ╢≤⁸ ⱷכꜟ ─ ─ⱷכꜟⱲ♇◒☻≢│⁸
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 24 518 2,983 5,626 

10  1,149 2,615 33,351 22,291 

11  1,758 2,923 26,352 22,500 

12  13,920 3,578 22,142 21,081 

 88,959 17,568 31,586 17,196 

 35,916 2,749 4,632 15,296 

 209 2,831 2,216 13,829 

 148,496 40,816 171,944 206,569 

         2009 │ ╩Ᵽכ◘ ╣ ⅎ√√╘♦⁹™⌂⅜♃כ  

 

  ⌂⅔⁸₈⅔ ↑ↄ╪ⱡ⁸│₉♩כDRS≤≤╙⌐⁸ ─ ≥╢№≢ꜟכ♠ ⌐⁸

⌐≤∫≡│FD ⁹╢⌂╙⌐ꜟכ♠ ╠─ ╩ ╡ ╡⁸ ⁸ ∆╢

↓≤⌐╟∫≡⁸╟╡ ⌂ ─№╡ ╩ ∆╢ ≤⇔≡╙ ™╢↓≤⅜ ≤⌂
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 11,065 
 

 

7 ◦☻♥ⱶ ┬ ◦☻♥ⱶ 2012

  

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

ה 9  

10  
 

 

╕≤╘  

 ─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ⅜ ─ ⌐ ⇔≡ ─ ╩

→╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸ ─ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
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─ ⅜ │ ∆╢ ┼─ ─ ≤⇔≡│⁸╕∏⁸

─ ⁸ ⅜№╡⁸∕╣⌐≈™≡⁸∕─ ─

╩ ∫≡™╢⁹2008 2012 ─ ⌐⅔↑╢ │

─≤⅔╡≢№╢⁹ 

 

   

ה      

2008  25    

2009  40    

2010  13     

2011  37  11   

  

2012  22    
 

 

╕√⁸ │⁸ ה ⅜

∆╢₈NPO ꜟכ◒☻כ꜡ ∟╜℮┬₉─ ─ ≤⌂∫

≡⅔╡⁸∕─ ─ ╙ ∫≡⅔╡ 10 ⁸2008 ⁸2009

⁸2010 ⁸2011 ⁸2012 ⁸2013

⅜ ⅛╠ ↕╣≡™╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ┘ ⅜ ה ∆╢ ─ ⅜№∫√≤

⅝│⁸∕─ ⁸∕─ ─ ╩ ℮↓≤≤⇔≡™╢⁹ 

 

10  ∟╜℮┬ ⌐≈™≡ 

 

ừNPO NPO ꜟכ◒☻כ꜡ ∟╜℮┬  

 │⁸NPO ꜟכ◒☻כ꜡ ∟╜℮┬

ה ─ ≢∆⁹ NPO ≢│⁸ ⅜

⇔≡™╢ ≢⁸ ≤⇔≡ ↄ ─№╢ ─ ╩

≤™℮⅛√∟≢ ⇔≡™╕∆⁹ ⇔ↄ│ NPO ─ⱱכⱶⱭכ☺ 

http://www.geocities.jp/lawschool_sc/index.html ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

►▼Ⱪ◘▬♩
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  ─№╢ ⌐ ∆╢  

 

基準７－３－１ 

身体に障害のある学生に対して、次の各号に掲げる支援体制の整備に努め

ていること。 

（１）修学のために必要な基本的な施設及び設備の整備充実。 

（２）修学上の支援、実習上の特別措置。  



      

- 109 - 

  ◐ꜗꜞ▪  

 

基準７－４－１ 

学生支援の一環として、学生がその能力及び適性、志望に応じて、主体的に

進路を選択できるように、適切な相談窓口を設置するなどにより、必要な情報

の収集・管理・提供、ガイダンス、指導、助言に努めていること。  

 

 ⌐ ╢  

≢│⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ⅜∕─ ┘ ⁸ ⌐ ∂≡⁸

⌐ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⁸ ⌂ ─ ה ה ⁸●▬♄fi☻⁸ ⁸

⌐ ╘≡™╢⁹ 

 ⅜ ∆ ─▬ⱷכ☺╩ ≈─│⁸╕∏╙∫≡∆≢⌐ ─ ⌐ ™≡

™╢ ─ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╢╙─≤ ╦╣╢⁹∕─√╘⌐│

─ ⅜ ⇔≡™╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹ ⌐⅔™≡│⁸ ─

┘ ─ ה ⅜ ∆╢ ⅜∕╣⌐№√╢⁹∆⌂╦

∟ ⌐╟╡ ≢ │ ≤─ ⌐╟∫≡ ↕╣╢₈

₉₈ и₉₈ ₉₈ ₉₈꜡▬ꜘꜞfi◓₉₈◄◒☻♃כfi◦♇

ⱪ₉₈ ₉₈ з₉₈ и₉₈ ₉₈

₉₈ и₉₈ ₉₈ и₉₈

₉⌂≥─ ⌐╟∫≡⁸ │∕╣∙╣─ ▬ⱷכ☺╩ ⅛⌐∆╢↓

≤⅜≢⅝╢⁹╕√ ⌐ ⇔≡⁸ ⌐╟╢○ⱨ▫☻▪꞉כ⅜ ╦╣≡⅔╡⁸

↕╠⌐₈ ≤⌂и₉ה ⌐╟∫≡│⁸ ⅜⁸ ⁸

≤─ ╩⇔≡⁸ ─ ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ↑≡™╢⁹≤ↄ⌐

₈ │и₉ה ≢№╢↓≤╙№∫≡⁸╒≤╪≥─ ⅜○ⱨ▫☻▪

꞉כ╩ ⇔≡™╢ ≢№╢⁹ 

 ↕╠⌐ ╩ ╗ ─ ─√╘⌐⁸ │⁸₈◐ꜗꜞ▪ ₉

2012 ⅛╠⁸₈ ▪ꜞꜗ◐ה ₉ ╩ ↑≡™╢⁹2013 ⌐⅔↑╢↓─

─ ⱷfiⱣ⁸│כ ─ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ─

┘ ─ ─ ─ ≢№╢

2008 2012 ⌐⅔™≡╙ ⌐│ ─ ≢ ↕╣≡™╢ ⁹ 

▪ꜞꜗ◐ה │⁸ ╛ ─ ה ─ ╛▪♪Ᵽ▬☻╩ ℮↓

≤⁸ ≤⇔≡─ ⌂ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ℮↓≤⁸∕╣╠─ ⌐≈™

≡─ ╩ ℮↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹ ⅎ┌⁸ ─ ≤─ ≢≥─ ⅜

∫≡™╢─⅛⁸ ─≥↓⅜≥─╟℮⌂ ╩ ∫≡™╢─⅛ ─ ╛⁸

─ ≢ ≤⇔≡─ ⅜ ┬╕╣╢ ⌐≈™≡⁸ ⌂™⇔│ ┼─

─ ⌂≥╙↓╣⌐ ╕╣╢⁹ 

⌐│⁸ ─○ⱨ▫☻▪꞉כ ╩ ⇔≡ ⅜ ⌐ ≢⅝╢

╩ ╡ →≡™╢ ⁸2008 2007 ⌐₈☺ꜙꜞ♫ⱦ₉┼─

☺ꜙꜞ♫ⱦ ID ─ ╩ ┘⅛↑≡⅔╡⁸╕√⁸2011 ⌐│

─►▼ⱩⱭכ☺╩ ⇔⁸◐ꜗꜞ▪ ⌐⅛⅛╢ ─ ה ה
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⁸☿Ⱶ♫⁸כ ─ ⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⌐⅛⅛╢ ⁸ ─

⌐⅛⅛╢ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ ה ה ≤│⁸ ⅜∕─

ה ⌐ ∂√ ┼─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸⅝∫⅛↑╩ ⅎ╢√

╘⌐ ↕╣╢╙─≢⁸ ⅜ ╩ ⇔√ ⁸ ╕≢─ ⌐ ⇔≡

™╢₆ 12 ┘ ₈2012 ─◐ꜗꜞ▪ ─

₉ ₇⁹⌂⅔⁸↓╣╠─ ה ─ ה ה ™

│⁸ ⌐ ╦╣╢ ─ ה ─ ≢

⌐ ⇔≡™╢╒⅛⁸ ─ⱷכꜞfi◓ꜞ☻♩ ⌐╟╡ ⌐ ↕╣≡™╢

2011 ⌐⅔™≡│ ─ ─►▼ⱩⱭכ☺⌐⅔™≡╙ ↕╣≡™

╢ ⁹ 

↓╣╠⌐ ⅎ⁸ ≢│⁸ ⅛╠ ╩ ╡⁸ ☿fi♃

כ ►☼ⱬ◐☻♃fi⁸⸗fi◗ꜟ⁸ⱬ♩♫ⱶ⁸◌fiⱲ☺▪ ─ ≤⇔≡ ∆╢

↓≤⌐╟╡⁸ ⌐⁸ ⌐ ⇔≈≈ ╩ ℮ ╩∆╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ ⁸ ─ ─ ⌐ ╢ ─ ⅜ ↕╣╢↓≤⅛╠⁸₈

₉╩ ∆╢↓≤╩ ⌐∆╢√╘⌐⁸ ─╟℮⌐ 2012 ⅛╠₈ ꜗ◐ה

ꜞ▪ ₉⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

12   ◐ꜗꜞ▪ ⌐⅛⅛╢ ה ה  

 

ה  ⱴכ♥™  
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⁸

≤

2009  ⌐⅔↑╢  

כ♃♬⸗─  

 

2009  ₈ ─ ₉  

2009  ₈ ─ ≤ ₉  

 

2009  ₈ ─ ╖⌐≈™≡₉  

 

 

2009  ₈ ─ ⌐≈™≡₉  

2009  ₈ ─ ₉  

2009  ₈ ≤ ₉  

2009  ₈ ─ ₉  

2009  ₈ ─ ₉  

 

2009  ₈ ─ ₉  

2009  ₈ⱦ☺Ⱡ☻ ₉ 

♩ꜜ♃ ⌐╟╢ ─ ─   

2009  ₈ ─ ╖ ₉  

2010  ₈ ─ ₉  

2010  ⌐⅔↑╢  

כ♃♬⸗─  

 

2010  ₈ ─ ₉  

2010  ₈ ─ ≤ ₉  

2010  ₈ ─ ⌐≈™≡₉  

2010  ₈ ─ ╖⌐≈™≡₉  

 

2010  ₈ ─ ─ ╡ ╗ ₉  

2010  ₈ⱦ☺Ⱡ☻ ₉ 

─ ₈ з ⱦ☺ 

Ⱡ☻ ₉ ─  

♩ꜜ♃  

⅜  

2010  ₈ ₉  

2010  ₈ ─ ╖ ₉  

2010  ₈ ─ ₉  

2010  ₈ ≤ ₉  

2010  ₈ ₉  
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  ┘  
 

 

≢│⁸IT ╩ ∫√ ⁸IT ╢╟⌐ꜟכ♠ ⅜ ↕╣≡

™╢↓≤⁸ כ♃כꜙ♅ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⁸ ⅜ ⌐ ╩ ≢

⅝╢╟℮⌐ ╛●▬♄fi☻ ╩ ℮ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜ ╣√ ≢№

╢⁹ 

 

 

 ⌐⌂⇔⁹ 
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第８章 教員組織 

 

  ↔≤─  

 

  ─ ┘  

 

基準８－１－１：重点基準 

研究科及び専攻の種類及び規模に応じ、教育上必要な教員が置かれている

こと。 
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基準８－２－２：重点基準 

法律基本科目（憲法、行政法、民法、商法、民事訴訟法、刑法、刑事訴訟

法）については、いずれも当該科目を適切に指導できる専任教員（専ら実務

的側面を担当する教員を除く。）が置かれていること。  

 

 ⌐ ╢  

⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌐⁸™∏╣╙ ⌐≈⅝ ה

─ ≤ ╩ ⇔ ⌐ ≢⅝╢ ⅜ ⅛╣≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ │ 70 ≢№╢o │ ⌂⇔ ⁹x 

 

 ─ │  

 

  

  

 ⁸  

 ⁸ ⁸

 ⁸  

  

  

  

          2013 22  
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基準８－２－３ 

専任教員の科目別配置等のバランスが適正であり、かつ、教育上主要と認

められる授業科目については、原則として専任教員が置かれており、そのう

ち必修科目については、おおむね７割以上が専任教員によって担当されてい

ること。  

 

 ⌐ ╢  

 ≢│⁸∆═≡─ ⌐≈™≡ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸╕√⁸

⌐ ⇔™ ╡│⌂ↄ⁸ ─Ᵽꜝfi☻⅜ ≢№╢⁹ 

╕∏⁸ ┘ ⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌐⁸∆═≡─ ⌐≈

⅝ ⅜ ⅛╣⁸ ⅜ ≢ ⇔≡™╢⅛⁸ ⅜ ≤ ⇔

≡ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ה ⌐≈™≡│⁸ ⅜ ⌐≈⅝

↕╣≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ה ⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌐⁸ ≢

│⁸ ⌐ ™ ⁸∕─ ∆╢ ─ ─ ⅛╠↓─ ╩ ⇔≡

™╢↓≤⌐ ≠⅝⁸₈ ₉⁸₈ з₉⁸₈ и₉⁸₈ ₉⁸₈ з₉⁸

₈ и₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ з₉⁸₈ и₉⁸₈

₉⁸₈ з₉⁸₈ⱦ☺Ⱡ☻הⱪꜝfi♬fi◓₉⁸₈ ה ₉⁸₈

з₉⁸₈ ₉⁸₈ з₉⁸₈

и₉⁸₈ ₉⁸₈ ⱴכ♥₉⁸₈ з₉⁸₈♥כⱴ

и₉─ 22 ⌐≈™≡⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹⌂⅔⁸™∏╣─ ╙

⌐≈™≡ ─ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ─ ┘ ⌐ ∂√

╩ ≢⅝╢ ≢№╢ ⌐ ╢ ╩ ₆ ₈

₉⁸o ₈x2013 ₉22 23 ₇o

⁹x 

 ╕√⁸ ─ │⁸2013 ≢⁸ 20 ─℮∟⁸60

⁸50 ⁸40 ⁸30 ⅛╠⌂∫≡⅔╡⁸ ⌐ ⇔™ ╡│⌂

™ₒ ⁹x 

 ╕√⁸ ≢│⁸ ┘ ╩ ⌂ ≤

≠↑≡™╢≤↓╤⁸ ⌐№╢╟℮⌐⁸∆═≡─ ⌐≈⅝ ⅜ ⅛╣⁸

⅜ ≢ ⇔≡™╢⅛⁸ ⅜ ≤ ⇔≡ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸

⌐≈™≡│⁸ ⌐№╢╟℮⌐⁸∕─ ─ ⅜ ⌐╟╡

↕╣≡⅔╡⁸∕─ │ ─ ╘╢ ╩ ⅎ≡™╢⁹ 

 

  2013 ─  

 

з     зA иA     

и     зB иB     

з    иA зA     

и    иB зB     

з     A   иA     

и     B   иB     

й      зA зA  

к     зB зB  
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л     иA иA  

м      иB иB  

з     зC  A   

и      зD  B   

з     зE  A     

и     иC  B     

зA   иD  ⁸  

зB   иE  ꜡▬ꜘꜞfi◓   

иA   зA   ◄◒☻♃כfi◦♇ⱪ  

иB   зB    

≤ ↕╣≡™╢╙─⌐│⁸ ≤ ⅜ ≢ ∆╢

╙─╩ ╗⁹ 

2013 ⌐ ↕╣╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⌐ ≠ↄ⁹ 

                2013 22⁸28-29  

 

             53 

  ⅜ ∆╢         47      (47/53ԇ0.887) 

 

 



      

- 121 - 

 

基準８－２－４：重点基準 

基準８－２－１に定める専任教員の数のおおむね２割以上は、専攻分野に

おけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有

する者であること。  

 

 ⌐ ╢  

 20 ─℮∟⁸ ⅜ ≢⁸∕─ ⅜ ─ ─ ╩ ⇔⁸

⅛≈ ─ ─ ╩ ∆╢ ≢№╡⁸ ─ ╩ ╘≡™╢⁹ 

 ⅛╠─ ≢№╢ │ ⌐≈™≡⁸ ⅛╠─ ≢№╢

│ ⌐≈™≡⁸ ┘ │ ≤⇔≡

⌐≈™≡⁸ ─ │ ⌐≈™≡⁸∕╣

∙╣ ─ ╩ ⇔⁸⅛≈∕╣∙╣ ⁸ ⁸ ⁸ ≤

⇔≡⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

│⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸ │⁸

₈ з₉⁸₈ з₉⁸ │⁸₈ и₉⁸

₈ ₉⁸₈꜡▬ꜘꜞfi◓₉⁸₈ ₉⁸₈ и₉⁸₈◄

fi◦♇ⱪ₉⁸כ♃☻◒ ─ │₈ з₉⁸₈ и₉⁸₈

₉╩ ⇔≡⅔╡⁸∕╣∙╣ ≤ ─№╢ ╩ ⇔≡™╢ₒ

⁹x 

⌐⅔↑╢╖⌂⇔ │ ≢№╡⁸ ⌐ ∆╢

─ ─ ≢№╢⁹╖⌂⇔ │⁸ ⅜ ⌐≈⅝ ─

╩ ∆╢≤≤╙⌐ │ ⁸ │ 12 ⁸

│ ⁸ ≤⇔≡ ⌐ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ─

∕─ ─ ─ ⌐≈™≡ ╩ ℮ ≢№╢⁹⌂⅔⁸

│⁸ ─ ≢№╢↓≤⅛╠⁸╖⌂⇔ │⁸ ─ ─

≢╙№╡⁸ ⌐╙ ⇔≡™╢ₒ ⁹x 

 



  

- 122 - 

 

 

基準８－２－５ 

基準８－２－４に定める実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有

する専任教員の少なくとも３分の２は、法曹としての実務の経験を有する者

であること。  

 

 ⌐ ╢  

 ─℮∟⁸ │⁸ ⁸ │ ≤⇔≡ ─ ╩

∆╢ ≢№╡⁸∕─ ╘╢ │ ─ ≢№╢⁹╕√⁸ ╡─ ╙

╩ ⇔⁸ ╛ WTO ⱤⱠꜟ ─ ≤⇔≡─ ╩ ⇔

≡™╢ ⌐ ╢ ╩ ⁹ 
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  ─  

 

基準８－３－１ 

法科大学院の教員の授業負担は、年度ごとに、適正な範囲内にとどめられ

ていること。
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基準８－３－２  

法科大学院の専任教員には、その教育上、研究上及び管理運営上の業績に

応じて、数年ごとに相当の研究専念期間が与えられるよう努めていること。  

 

 ⌐ ╢  

≢│⁸ ≤⇔≡ ⌐ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ╩ ⇔

≡™√ 2009 ╕≢─ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ⌐≈™≡│⁸ ⅜⁸2010

10 ⅛╠ √⌂◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ╩ ⇔√ ⁹ 

2010 ─ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ─ │⁸ ─ ╩ ≤

∆╢╙─≢№╢⁹⌂⅔⁸2009 ╕≢⌐ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ─ │╒╓◘Ᵽ♥▫◌

ꜟ╩ ⇔≡™√↓≤⁸ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ┼─ ╙ ≢№∫√↓≤

⌂≥⅛╠⁸2010 ⌐│◘Ᵽ♥▫◌ꜟ│ ↕╣⌂⅛∫√√╘⁸ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ │

⌐│ 2011 ⅛╠ ↕╣╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

√⌂ ⌐╟╣┌⁸ ⌐⅔™≡ ⇔√ │⁸ ─ ⌐╟╡⁸

ᵑ ┼─ ⁸ ה ⁸ ┘ ╩ ╗

⅜⁸ ─ │ ↄ ≤⇔≡─ ┘ ─ ─

│ ⁸ │⁸ᵒ ─℮∟─ ─ ─ ─ │

─™∏╣⅛╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

  2009 ⌐⅔™≡⁸ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ⌐⅔↑╢ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ╩ ⇔√

│ ≢№╢⁹╕√⁸2011 ⁸ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ⌐⅔↑╢ │

─◘Ᵽ♥▫◌ꜟ╩ ⇔√ │ ≢№╢ ⁹ 

 

  ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ─ ⌐≈™≡ 

                                                   2005   

 

 ╛ ─ ⅜ ∆╢ ≢⁸ ─ ─ ─ ⌐ ∆╢√╘⌐

◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ╩ ∆╢⁹ 

 

 ᵑ A ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ 

ה   │ ─ ⁸ ─ ╩ ↕╣╢⁹ 

ה   ─ ⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡ ↕╣╢⅜⁸ ⇔ ⌐

≠⅝ ╙ ≤∆╢⁹ 

 ᵒ B ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ 

ה   │ ─ ⁸ ─ ⌐ ⅎ⁸ ╙ ↕╣╢⁹ 

ה   ─ ⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡ ↕╣╢⅜⁸ ⇔ ⌐

≠⅝ ╙ ≤∆╢⁹ 

 ᵓ C ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ 

ה   ⌐≈⅝ ⁸ ⌐ ≢⅝╢⁹ 

ה   ≤⇔≡⁸ ╠⅛─ ⌐╟╢ ╩ ≤∆╢⁹ 

 

ᵑ─  

a ╩ ⇔≡  

  b ⅜ 10 ╩ ⇔√ B⁸C ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ╩ ⇔√ ⁸ ⅛╠
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∆╢  

    c ⌐ ⌂ №╢™│ ╩ ∫≡™╢ ⌐│⁸↓╣⅜ ⌂™⇔ ⌐

↕╣╢⁹ 

ᵒ─  

    a ⅜ 15 ╩ ⇔√ C ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ╩ ⇔√ ⁸ ⅛╠

∆╢  

    b ⌐ ⌂ №╢™│ ╩ ∫≡™╢ ⌐│⁸↓╣⅜ 10 ⌐ ↕╣

╢⁹ 

    c A ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ╩ ⇔√ ⁸∕─ │ 15 ⌐ ↕╣╢⁹ 

ᵓ─  

   ≤⇔≡ ╩ ∆╢↓≤ 

   ╩ ∆╢⁹ 

◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ─  

╩ꜟ◌▫♥Ᵽ◘ה  ⇔≡™╢ │⁸ ≤⇔≡ ─ ╩⇔⌂™⁹ 

ꜟ◌▫♥Ᵽ◘ה │⁸ ≤⇔≡ │ ╘╠╣⌂™ ─ ≢─

╩ ↄ ⁹╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸≢⅝╢∞↑ ⅎ╢╟℮ ╘╢╙─≤∆

╢⁹              

∕─  

ꜟ◌▫♥Ᵽ◘ה ⁸ │ ≤⇔≡ ⌐ ╩ ∆╢ ⁹

   ─ ⁸ ⌐ ∆╢ C ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ─ ⁸↓╣⅜ ╕⇔™ ⁹ 

     ∕─ ┼─ ─ ⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

ה ─ │⁸ ╘╢⁹ 

 

 

  ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ⌐ ∆╢ 2010 17  

 

◘Ᵽ♥▫◌ꜟ ⌐ ∆╢  

  

 ⌐⅔↑╢ ─ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ

₈◘Ᵽ♥▫◌ꜟ₉≤™℮⁹ ⌐≈™≡│⁸ ₈ ₉

≤™℮⁹ ⌐ ╘╢╙──╒⅛⁸↓─ ⌐ ╘╢≤↓╤⌐╟╢⁹  
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ⱪכꜟ◓  │⁸◘Ᵽ♥▫◌ꜟ─ ─ ╩ ∆╢ ─ ⅛╠⁸∕╣

∙╣─ ה ∕─ ─ ─⌂™ ⌐⅔™≡⁸ ─ 11 ╕

≢⌐⁸ 10 ⌐ ╘╢ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢⁹  

 │⁸ ⌐╟╡ ─№∫√ ─ ⅛╠⁸ ─ ה ∕─ ─

─⌂™ ⌐⅔™≡⁸ ─ ╩ ≡⁸ ⌐ ∆╢⁹√∞⇔⁸

∕─ ─ ∞↑╩ ↕╣√ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∆╢↓≤╩

⇔⌂™╙─≤∆╢⁹  

─   

 ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ─ ─ ╩ √ │⁸ ─ ╩ ≡⁸∕─ ↕

╣√ ─ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁹  

  

 ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛⁸◘Ᵽ♥▫◌ꜟ⌐ ⇔ ⌂ │⁸ ⅜

╘╢⁹  

   

↓─ │⁸2010 10 ⅛╠ ∆╢⁹ 

               2010 17  

 

 ─ ◘Ᵽ♥▫◌ꜟ  
 

     

2009  ⌂⇔   12  

2010  ⌂⇔ ⌂⇔ --- --- 

2011   ⁸    

2012  ⁸

⁸ ⁸  

⁸

⁸ ⁸  

  

2013  ⌂⇔ ⌂⇔   
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基準８－３－３ 

法科大学院の専任教員の教育上及び研究上の職務を補助するため、必要な資

質及び能力を有する職員が適切に置かれていること。  

 

 ⌐ ╢  

∆╢╟℮⌐ ⌐ ╢ ⁸ ─ │⁸ ה

≤ ≢№╡⁸ ─ ┘ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐⁸
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  ┘  

 

 

 ─ ─ ╩ ⅎ√ 20 ⅜⁸ ╛ ⌐ ⇔ ⌂Ᵽꜝfi

☻─╙≤ ↕╣≡™╢⁹ 

 

 

 ⌐⌂⇔⁹ 



  

- 130 - 

 

第９章 管理運営等 

 

  ↔≤─  

 

  ─  

 

基準９－１－１ 

法科大学院における教育活動等を適切に実施するための独自の運営の仕組みと

して、法科大学院の運営に関する重要事項を審議する会議（以下「法科大学院の運

営に関する会議」という。）及び専任の長が置かれていること。 
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≡™╢⁹⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐⅔™≡ ∆╢ ─ ─℮∟⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⁸

⁸ ⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≤∆╢√
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基準９－１－２ 

法科大学院の管理運営を行うために、法科大学院の設置形態及び規模等に

応じて、適切な事務体制が整備され、職員が適切に置かれていること。  

 

 ⌐ ╢  

│⁸ ─ ≤⇔≡ 210 ≢ ↕╣≡

⅔╡⁸ │ ה ─ ≤ ≢№╢⁹ ≢│⁸2007

⌐ ⅜ ↕╣⁸ ה ─ │⁸∕─ ≤⇔≡

↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐│⁸ ─╟℮⌐⁸ ה ⁸₈

₉≤™℮ ⅜ ⅛╣≡⅔╡⁸╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⅜ ⅛╣≡™

╢⁹ 

≢│⁸ ─ ⌐⁸ ⁸ ⁸ ─ ⅜ ⅛╣⁸↕╠⌐

⌐│⁸ ≥ⱪכꜟ◓ ⅜ⱪכꜟ◓ ⅛╣≡™╢⁹ ⌐│⁸ ה

╩∕╣∙╣ ∆╢ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ ≤⇔≡│⁸

⁸ ╩ ╗ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

11 ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⁸ ⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─

⅜ ─ ≤ ─ ≤╩ ⇔⌂⅜╠ ⌂

⌐ √∫≡™╢⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─

≤ ╩ ⇔⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⌂≥╩ ∫≡⁸ ─ ⅜ ⌐ ╦╣╢╟℮

⇔≡™╢₆ ₈ ₉⁸₈ ה ─

₉ ₇⁹ 
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─ ⌐ ╢ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ∆╢ ⅜

⌐ ↑╠╣≡™╢ₒ ⁹x 

 

 

₆  

₈ ₉ 

₈ ₉ 

₈ ה ─ ₉ 

₈ 24 ₉         

                               ₇ 
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 ┘  

 

 

 │⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ┘ ≤ ╩⇔≈≈╙⁸

ה ╩ ⇔⌂⅜╠⁸ ↕╣≡™╢↓≤⁸ ╛ ⌐≈™≡

╙⁸ ⌐ ─ ⅜⌂↕╣⁸ ╩ ℮ ≢ ⅜⌂™ ⅜ ↕╣≡

™╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

 

─ ╛ ─ ─ ─ ⅛╠⁸ ≤ ─ ─

─ ⅜ ≢№╢⁹ 
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10 ₈ ₉ ₇⁹  

╕√⁸ ≢│⁸STICS⁸DRS ─ ─IT ⅜ ⅎ╠╣≡™╢⁹STICS(Stream 

Indexing and Commenting System)│⁸ ╛꜡▬ꜘꜞfi◓⌂≥─ ─ ─

⌐⁸DRS╛ⱦ♦○◌ⱷꜝ≢ ─▬꜠ⱪꜟכ꜡√⇔ ╩ ⌐Ᵽכ◘─ ⇔⁸∕

╣╩▬fi♃כⱠ♇♩ ≢ ∆╢◦☻♥ⱶ≢⁸ ╩ ≤⇔≡ ─

⅜ ≢ ∫√ ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ ≠⅝ ↕╣√╙─≢№╢⁹ 

╕√⁸↓─◦☻♥ⱶ│⁸ ╛ ⁸№╢™│ ⁸ ─ ⌂≥╩☻꜠♇♪

─ ≤⇔≡ ⇔≡⁸↓╣╩ ≤ ↕∑√◦☻♥ⱶ≢╙№╢⁹↕╠⌐⁸

─ ─ ─ ⌐◖ⱷfi♩╩ ∆╢↓≤╙ ≢№╢⁹ ↕╣╢ │⁸

⌐ ⌐fiכ◦─ ╠╣≡⅔╡⁸◖ⱷfi♩│∕╣∙╣─◦כfi⌐ ⇔≡ ↕╣

╢⁹╕√ ↕╣√◖ⱷfi♩╩ ≢ ∆╢↓≤╙ ≢№╢⁹◖ⱷfi♩╩ ⇔√

⌐╟╢ ─╒⅛⁸◖ⱷfi♩⅜ fi─◘ⱶⱠ▬ꜟ╩◒ꜞ♇◒∆╢↓≤≢⁸כ◦√╣↕

⅛╠ ╩ ╘╢↓≤╙ ≢№╢⁹ 

STICS│⁸ ╩ ≤⇔≡ ≢ ⇔√╙─╩▬fi♃כⱠ♇♩ ≢ ה

≢⅝╢ ⅜ ─ ≢№╢⁹ ╩ ╦∏ ≢⅝╢√╘⁸ ─ ⅛╠◖ⱷfi♩

╩ ↑√╡⁸ ≢ ─Ɽⱨ◊כⱴfi☻╩ ╡ ∫√╡∆╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹╕√⁸

ꜝfi♄ⱶה▪◒☿☻⅜ ⌂√╘⁸ ⌂ ╩∆←⌐ ≢⅝╢ ⁸ ⅜ ⌐◦

╩♩fi⌐◖ⱷfiכ ⇔≡⅔ↄ↓≤≢⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔≡⅔™√╡⁸◖ⱷ

fi♩Ⱬ─ ╩ ⇔≡○fiꜝ▬fi≢ ⌐╛╡≤╡╩ ∫√╡∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

⌂ │ ─ ╡≢№╢⁹╕∏⁸ ╩ ™ ♇▪⌐Ᵽכ◘╩╣↓⁹╢∆

ⱪ꜡⁹╢∆♪כ │⁸ №╢™│ ⌂≥⅛╠⁸WebⱩꜝ►◙╩ ™⁸▬fi♃כⱠ♇

♩╩ ∂≡▪◒☿☻⇔⁸∕─ ╩ ≡ ╠─ ⌐∆╢⁹↓╣∞↑≢╙⁸ ⌐

╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢─≢⁸ ⅜№╢⁹ ⁸ │⁸ ─ ≢⁸ ™ ╛ ™ ⁸

∕─ ⁸ ╛ ⁸ ╠⅛─ ╩ ⅎ√™ ⌂≥⁸ Web╩ ⇔

≡▪◒☿☻⇔⁸∕╣╠─ ⌐◖ⱷfi♩╩ ∆⁹ │⁸↓─◖ⱷfi♩╩ ╪≢⁸

⇔√╡⁸ ⌐ ⅛╠─ ™⅛↑⌐ ⇔⁸ ⅎ√╡∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ≢ ╩

∆↓≤╙≢⅝╢⁹☻꜠♇♪ ⌂─≢⁸ ∆╢◖ⱷfi♩┼─◖ⱷfi♩─╟℮⌂ ≢
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╩ ℮─╖≢│⌂ↄ⁸꜡כꜟⱪ꜠▬⁸◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi≤™∫√ ⅜

≢№╢⁹ DRS│ ∕╣╠Ɽⱨ◊כⱴfi☻╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢↓≤

╩ ≤∆╢╙─≢№╡⁸ ⌂ ⌐ ≠ↄ╟╡╟™ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩ ≤

∆╢╙─≢№╢⁹ ⌐│⁸ ⌐│ ─◌ⱷꜝ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸∕

╣╠╩ ™≡ ╩ ℮⁹ ⅛╠─◌ⱷꜝ⌐╟╡⁸ ⁸ ( )

⁸ ( ) ⁸ ─ ╩∕╣∙╣ ⇔≡ ≢⅝
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│ ⌂ↄ ⅎ╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 ─╟℮⌐⁸ ≢│⁸₈ ₉⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ⌂

☻Ɑכ☻≤ ⅜ ↕╣≡™╢≤≤╙⌐⁸ ─ ─ ⌂ ⌐ ⌂

┘ ⅜ ↕╣≡™╢ₒ ⁹x╕√⁸ ⅜ ⌐ ⅎ

╠╣√ ╩ ⌐ ⇔≡ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢╟℮⁸₈ ₉─ ┘

⌐⅔™≡⁸ ≤─ ⅜ ↕╣≡™╢ₒ

⁹x 

 

  

 

  ▪ⱷ♬♥▫Ɫ►☻  

 904 907 908 909  

 32 14 42 40 124 0 25 18 295 
 

 

 

─ │⁸ ─≤↓╤ ⇔≡™⌂™⅜⁸ ≤⇔≡

⌐╟╢ ה ┘ ─ ⌐ ⌂ ┘ ╩ ⇔≡™╢⁹∕⇔≡⁸

≢ ─ ╩ ∆╢ ⌐ ─ ╙ ╦╡₆

₈ ₉ ₇⁸ ─ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐

∆╢ ┘ │⁸∕╣∙╣─ ⌐⇔√⅜∫≡⁸ ה ─⧵ה

─ ⌐ ⌂ↄ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢ 

 ╕√⁸ ─ ╩ ↑⁸ ─ ─ ╩│⅛╡⁸

⌐╟╢ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⌐│⁸ ─ ה ┘ ─ ─√╘⌐⁸ 24 ⁸ 1,700

⁸ 2,500 ╩ ⅎ⁸╕√ ⌐│⁸ ─ ─ ⌐

╩ ⇔⁸ ⌐ ⌂ 4,000 ╩ ⅎ≡™╢ ⁹ 

─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅜ ╩

⇔⁸ ⌐ ⇔≡™╢₆ 10 ₈ ₉ ₇⁹

⌐ ↕╣≡™╢ │ ─╙─⌐ ╠╣╢⅜⁸Web ─

─Ɑהכ꜡₈⌐☺כꜝ▬Ⱪꜝꜞ₉כ╩ ↑≡⁸ ☻כⱬ♃כ♦ LEX/DB▬fi♃כⱠ♇♩⁸

Vpass⁸ ⁸ ⅜ ↕╣≡™╢ ⁸ ≢│⁸ ה ⅜⁸

LexisNexisJP⁸Lexis Nexis∕─ 11─ ─☻כⱬ♃כ♦ ⅜ ≢№╡₆

10 Ⱪ◘▬♩₉⁸₈LexisNexisJP⁸Lexis▼►─כꜞꜝⱩ▬ꜝהכ꜡₈ Nexis ─►▼Ⱪ

◘▬♩₉ ₇⁸↓╣╠⌐ ⌐▪◒☿☻≢⅝╢─≢⁸ ─ │⌂™⁹ 

 

  2013 31  

ה   ה  

 240,521 

141,665 





 10      

- 141 - 

 

 ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ┘╖⌂⇔ ╩ ╗ ⌐│⁸

24 ⁸ ⌂ ╩ ⅎ╠╣≡⅔╡⁸ ─ ⅝↕

│ 24 ≢№╢⁹ ⌐ LAN ⅜ ⅛╣⁸↓╣⌐╟╡ NLS ◦ꜝⱣ☻◦☻♥ⱶ ─

IT ╛ꜟכ♠ ☻כⱬ♃כ♦ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹╕√

⌐≈™≡│⁸ ⅎ ⅜ ─ ⌐ ↕╣⁸ ⁸ ⁸♁ⱨ□⁸כ◖

Ⱨכ ⅜ ⅎ╠╣⁸ ─ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⅜

↕╣≡⅔╡⁸ ─ ╩ ⅛≈ ⌐ ⅎ╢☻Ɑכ☻⅜ ↕╣≡™╢ ⁸

⌐╙ LAN ⅜ ⅛╣≡™╢₆ ₒ ₈x2013 ₉79 ⁸80

─ ⁸ ₈ 321 320ה ⌐≈™≡₉ ₇⁹ 

 ─╟℮⌐⁸ ⌐≈⅝ ⅜ ⅎ╠╣⁸ ⌐│ ┘ ─

⌂ ⌐ ⌂ ┘ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸

≤⇔≡⁸ ⌐ ∂≡⁸ ─ ╩ ⅛≈ ⌐ ℮↓≤⅜≢⅝╢☻

Ɑכ☻╩ ⇔≡™╢ₒ 10 ⁹x 

 

≤─ ☻Ɑכ☻ 

⌐│⁸ ╛ ─ ⁸ Ⱪꜟ⁸כ♥─ ⁸♁ⱨ□כ ⅜ ⅎ╠╣⁸

─○ⱨ▫☻▪꞉כ│╒╓ ≢ ℮↓≤─≢⅝╢ ≢№╢⁹╕√⁸

─ ⁸ ⌐№╢◖⸗fi☻Ɑ⁸╛☻כ꜡ ▬ꜘꜞfi◓─ ⌐ ∆╢ 910

⅜№╡⁸ ≢ ℮ ╩ ↑┌⁸↓↓≢╙ ≤─ ⌐ ∂╢↓≤⅜≢⅝╢

₆ ₒ ₈x2013 ₉79 ⁸80 ─ ─ ₇⁹ 

 ─╟℮⌐⁸ ≢│⁸ ⅜ ≤ ≢⅝╢ ⇔√☻Ɑכ☻⅜

↕╣≡™╢ₒ 10 ⁹x 

  

─  

 ─╟℮⌐⁸ ─ ╩ ╗ │⁸ ─ ≢№╢

⅛⁸ │⁸ ⅜ ⌐ ⇔⁸∕─ ┘ ∕─ ─ ⌐ ⌂ↄ

∆╢↓≤⅜≢⅝╢ ⌐№╢ₒ ⁹x 

 

₆  

oה ₈x2013 ₉ 

ה 10 ₈ ₉ 

ה ₈ ₉ 

ה ₈ 321 320ה ⌐≈™≡₉ 

ה 10 ₈ ₉ 

ה 10 ₈ ₉ 

ה 10 ₈ ₉ 

ה 10  Ⱪ◘▬♩₉▼►─כꜞꜝⱩ▬ꜝהכ꜡₈

ה 10 ₈LexisNexisJP⁸Lexis Nexis ─►▼Ⱪ◘▬♩₉ 

                                ₇ 
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 ┘  

 

 

≢│⁸ ⌐⅔™≡⁸DRS,STICS ─ IT ╩ ∫√ ⅜ ⌐
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基準１１－１－２ 

自己点検及び評価の結果について、当該法科大学院を置く大学の教職員以

外の者による検証を行うよう努めていること。  

 

 ⌐ ╢  

 ≢│⁸ ─ ╡№ה ╩ ∆╢⌐ ⇔≡│⁸ ⌐╟╢ ╩ ↑

╢↓≤⅜ ≤─ ⅛╠⁸ ⅛╠ ≈─ ◦☻♥ⱶ╩ ⇔≡⅝√⁹ 

 ≈│₈ ₉ ≢№╡⁸↓╣│⁸

ה ─ ה ⁸ ⁸ ≤─ ⌐≈™≡⁸ ™ ⅛

╠ ⅛≈ ⌐ ⇔≡ ⅝⁸∕─ ⌐≈™≡─ ⌂ ה ╩ ╢↓≤╩

⇔≡ ⅛╣√ ≢№╡⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ⱴ☻◖Ⱶ⁸ ⌂≥─ ⌐↓╣╩ ⇔≡⅝√⁹ ─

│ 1997 23 ⌐ ↕╣⁸ 1998 12 ⁸2000 10 31 ⁸2001

12 ⁸2005 17⁸29⁸30 ≤ ╕≢ ⅜ ↕╣≡™╢₆ ─ ה

⌐≈™≡│⁸ 11 ₈ ₉⁸₈2004

₉ ⁹ ≤⇔≡⁸ 11 ₈2000 Ί

─ ┼─ ה╖ Ί₉ ₇⁹↓╣│ ╩ ≤∆╢

╙─≢№╢↓≤⅛╠⁸ ╙∕─ ─ ≤⌂╡⁸ 2005 ⌐ ↕╣

√╙─≢│ ≤↕╣≡™╢₆ 11 ₈2004 ₉

₇⁹ 

 ╙℮ ≈─◦☻♥ⱶ│⁸1998 ⌐ ⇔√₈ ▪☿☻ⱷfi♩

₉ ≢№╢⁹↓─ │ ₈ ₉ ≤ ⌂╡⁸

ה ─ ─ ⌐ ╩ ⇔≡ ℮⁸™╦╝╢Ⱨ▪ה꜠ⱦꜙכ peer 

review ≢№╢₆ 11 ₈ ▪☿☻ⱷfi♩

₉ ₇⁹↓∟╠⌐≈™≡│↓╣╕≢ 1999 ≤ 2009 ⌐ ↕╣√⁹

2009 ─ ≢│ ╙ ─ ≤↕╣≡⅔╡⁸∕─ │ ─

►▼Ⱪ◘▬♩─ ה ⌐ ╢Ɑכ☺ ≢ ⇔≡™╢₆ 11 ₈

▪☿☻ⱷfi♩ ⁸ ₉

₇⁹ ─ ⌐│⁸ ⅜ ↄ⁸⅛≈⁸ ─ ⌐ ┘

─№╢ ─ ─ ⅛╠⁸ ─ ⌐ ≠⅝ ⅜ ∆╢↓

≤≤⌂∫≡⅔╡ ₈ ▪☿☻ⱷfi♩ ₉

⁸ ≤⇔≡ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐ ⇔ ↄ⅛≈ ™

╩ ∆╢ ⅜ ╕╣≡™╢o 11 ⁹x⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│⁸2013

─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 







 11  

- 148 - 

 

↕╠⌐⁸ ─ ⌐⅔↑╢ │ ─ ┘ ⌐

≈™≡│⁸ ─ ה ≤│ ⌐ ⇔√ ─

ה 2006 ⁸2007 12 ⁸2008 ⁸2013 ⌐ ⇔≡

↓╣╩ ─ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ ┘ ─ │ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─



 11      

- 149 - 

 

基準１１－２－２ 

評価の基礎となる情報について、適宜、調査及び収集を行い、適切な方法

で保管されていること。  
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